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寄壕遺跡群
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長野県佐久市横和寄塚．遺跡群寄塚遺跡発掘調査報告書
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佐久建設事務所
佐久市教育委員会





寄塚追跡　全景

寄塚遺跡調査区西側

寄塚遺跡調査区東側



例　　ロ

1．本書は、佐久建設事務所が行う県単道路改築事業（一）上原猿久保線佐久市今井（1）に伴う寄
塚遺跡群寄塚遺跡の発掘調査報告書である。

2．調査原因者　　　　　　　佐久建設事務所

3．調査主体者　　　　　　　佐久市教育委員会

4．遺跡名及び所在地　　　　寄塚遺跡群寄塚遺跡（YYY）
佐久市横和555－7他

5．調査期間及び面積　　　　発掘調査　　平成17年10月17日～平成17年12月26日
整理作業　　平成19年7月13日～平成20年3月19日

調査面積　　2，347nf

開発面積　1，598Iが
6．調査担当者　　　林　幸彦　　佐々木宗昭　　森泉かよ子

7．本遺跡の報告書作成は遺構・遺物の写真図版を佐々木が、他は杯が行った。石材鑑定は羽毛田が
行った。

8．調査から報告書作成に至るまで以下の方々と各機関のご指導ご協力を頂いた。記して厚くお礼申
し上げる。（順不同・敬称略）

横和区長　依田三男　　（財）長野県埋蔵文化財センター　　（株）ネクスコ東日本
佐久考古学会　　　　　　地元横和区の皆さん

9．本書及び出土遺物等のすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1．遺構の略記号は、竪穴住居址（H）・掘建柱建物址（F）・土坑（D）・溝状遺構（M）である。
2．挿図の縮尺は次のとおりである。下記以外の物については挿図中にスケールを示す。

竪穴住居祉・掘建柱建物址1／80　炉1／20　土坑1／60　　土器・石器1／4　鉄器1／3
上記以外については、個々にスケールを記載した。

3．遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。

4．土層・遺物胎土の色調は、1988年版『新版　標準土色調』に基づいた。
5．調査区グリットの間隔は4×4mに設定した。

6．スクリートーンの表示は以下のとおりである。

遺構

同　地山断面

団　床下の埋め土

二二］l・・卜

圏　焼け込み範囲

E≡∃　炉

E‡ヨ　柱痕

遣物（土器）

E‡：：ヨ　黒色処理

［＝コ　赤彩

遺物（石器）

E：コ　すり面

監≡∃　敲打痕
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第I章　発掘調査の経緯

第1節　調査の経緯と経過

寄塚遺跡群寄塚遺跡は、佐久市横和に所在し、佐久市の中央部に位置する。湯川の左岸に展開し、

標高は670m内外を測る。調査対象地とその南方や西方に水田地帯が拡がっているが、江戸時代初頭
に三河田用水が開削されて初めて潅漑が可能となった。水利に乏しい遺跡群の東方は現在も畑作が続

けられている。この台地上では圃場整備、宅地造成、道路改良工事、中部縦断自動車道、などにより

弥生時代中期、古墳時代、平安時代から中世にわたる遺構・遺物が発掘調査により数多く検出されて
いる。今回、県単道路改築事業（一）上原猿久保線佐久市今井（1）の道路工事が計画された範囲は、

寄塚遺跡群内であった。昭和50年代に北西に隣接する横和団地造成時の試掘調査で、100棟を超す弥

生時代中期後半を中心とする竪穴住居址が検出されている。佐久建設事務所と当教育委員会で保護協

議を行い、拡幅する部分について今回発掘調査を行い記録保存し、現道部分は調査結果を得て再度協
議を行うことになった。佐久建設事務所の委託を受け、佐久市教育委員会文化財課が発掘調査を実施

することとなった。発掘調査は平成17年10月より行った。調査の結果、検出された住居址等は現道の

下部へ延びており、現道築造の影響は受けているものの遺構が残存していることが判明し、報告書の

刊行は現道部分の調査後に行うことになった。しかし、平成19年度の保護協議で現道は改良工事を行
わないことになり、拡幅部分の調査報告書を作成することとなった。整理作業は平成19年7月に始め、
原稿執筆・報告書を刊行した。
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第1図　寄塚遺跡群寄壕追跡位置図（1：25，000）
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第2節　調査体制

調査主体者　　佐久市教育委員会　　教育長　三石　昌彦（平成17年度）

木内　清（平成19年度）

事　務　局　　教　育　次　長　　　柳沢　健一（平成17年度）

社会教育部長　　　柳沢　義春（平成19年度）
（平成18年度組織改変）

社会教育部次長　　　山崎　明敏（平成19年度）
（平成19年度組織改変）

文化財課長

文化財調査係長

文化財調査係

調査体制 者
任
員

当
主
担
副
査

査
査
調
調
調

中山　悟　（平成17年4月～平成19年6月）

森角　書暗（平成19年7月～）

高柳　正人（平成17年度）
三石　宗一（平成19年度）

林　幸彦　　　須藤隆司　　　小林真寿

冨沢一明　　　神津　格（平成17年10月～）

羽毛田卓也

上原　学　　　赤羽根太郎（～平成17年9月）　　出浮　力
林　幸彦　　　佐々木宗昭　　　森泉かよ子

堺　益子

相澤　昭二　　浅沼　勝男　　浅沼　君子

阿部　和人　　磯貝　律子　　市川　昭

碓氷　知子　　臼田　真杉　　小倉　栄子

狩野小百合　　北村　亨　　　木次　順子

小林よしみ　　斉藤　恵李　　斉藤　俊一

佐藤　由枝　　清水　末子　　清水　澄生

大工原かつい　　大工原達江　　田中ひさ子

中山　清美　　橋詰　信子　　橋詰　勝子

林　まゆみ　　林　美智子　　広瀬梨恵子

堀籠　保子　　森泉こずえ　　山元有美子

赤羽根充江

上原　悦子

小幡　弘子

小池慎一郎

佐藤　瑞希

清水　律子

土屋　和見

羽田　黄恵

細谷　秀子

依田　三男

平成17年度

平成17年10月17日　器材搬入。トイレ等設置。

10月18日　プレハブ設置。

10月18日～12月2日　調査区道路拡幅部分西側より重機による表土削平。並行して

遺構確認・遺構掘り下げ。記録e写真撮影。
11月14日　自動車道より東側の遺構掘り下げに入る。

12月5日～12月9日　遺構覆土から遺物抽出。（削片e細片）

12月5日～26日　調査区重機により埋め戻し。
12月13日　器材撤収

平成19年度

平成19年7月6日～整理作業。注記。復元作業。図面修正。写真整理。取り上げた遺構覆土から遺
物抽出作業。

平成19年8月21日～平成20年3月17日　遺物実測。トレス。遺構図面トレス。原稿の執筆、報告書

の作成。遺物。図面。写真整理、保管庫へ収納。

－2－



第4節　遺跡の位置と周辺遺跡

寄塚遺跡群は湯川と滑津川に挟まれた東西に長い通称中込っ原の台地上にある。この台地は20－30

mにおよぶ浅間第一軽石流（Pl）に覆われている。Plの上部には湯川層といわれる基本層序第Ⅵ

層の砂層が堆積しており、かつ北の湯川南の滑津川との比高は10～30cmを測り、水利に乏しく江戸時
代初頭に市川五朗兵衛により補完完成したと伝えられる三河田用水堰が開削されて初めて潅漑され、

横和・三河田・今井周辺で水田耕作が可能となった。用水の通水以前は、本遺跡南方今井の集落北に

みられる湧水を利用した水田だけであった。遺跡群の東方は横和・三河田の集落から長野種畜牧場に

至る広大な平地は、現在まで開田されず、畑作が続けられている。本遺跡の2．5km東の番屋前遺跡Ⅱ
で中世の井戸址が掘り下げられ、第Ⅶ層の砂層は地表下7mよりさらに下方へ続いていることが判明

した。また、本遺跡の南西100mにある今井西原遺跡で調査された中世以後とされる井戸址は、深さ

2．8mを測り湧水点は地表下1．5mであった。現在の三河田の集落は、三河田用水の完成後（17世紀初
頭）に成立した。

このように中込っ原一帯は農業用水はもとより生活用水を得ることが困難な環境であり、佐久市役

所が新築されるまで先ほどの三河田・横和・今井が既存の集落であった。三河田の滑津川を臨む断崖

には幾つかの湧水地点があり小さな沢がある。横和の集落内や付近にも湧水地点があり小さな沢や小

沼がある。今井まで下がってくると集落の付近に水を求められる。今井の集落の北西には北東から続
く大きな低地があり、千曲川に臨んだ断崖では比較的大きな沢となっている。

このような広大な中込っ原の遺跡の分布状況は、生活用水が得られる台地縁辺に寄っている。台地
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第2図　寄塚遺跡群寄塚遺跡と周辺遺跡（1＝15，000）
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内部は希薄である。湯川を臨んだ台地北側縁辺部には、本遺跡群はじめ東に宮ノ上遺跡群。寺佃遺跡

群が知られている。本遺跡群内では、昭和56年に横和団地造成時に試掘調査され100棟を超す弥生時
代中期後半～平安時代の竪穴住居址が検出されている。団地内に寄塚古墳がある。一見したところ横

穴石室を持たないようである。東に隣接する宮の上遺跡群宮の上遺跡で2棟の平安時代竪穴住居址等
が、宮ノ上遺跡群根々井芝宮遺跡では、弥生時代後期後半竪穴住居址43棟（この他にプラン確認でき

た26棟）、古墳時代後期竪穴住居址3棟、平安時代竪穴住居址14棟等が調査されている。さらに東の

寺畑遺跡群の調査では、縄文時代草創期の爪形文等が出土している。南西100mでは昭和49年度長野
県営高瀬地区圃場整備事業に伴い、今井西原遺跡が発掘調査されている。古墳時代前期後半～平安時

代の竪穴住居祉7棟、中世頃の井戸址1基等が検出された。その西方の白山遺跡群では試掘調査で弥

生時代中期後半。古墳時代後期。平安時代の竪穴住居祉12棟が確認されている。古墳は湯川に臨んだ
寄塚古墳、台地中央の土堂古墳や県下屈指の大型の横穴石室を持つ滑津川に面した三河田大塚古墳が

所在する。弥生時代中期後半の集落址である本遺跡群と根々井芝宮遺跡は、湯川が大きく北に蛇行す

るのに合わさるように台地が湯川にせり出した台地縁辺に立地している。

第5節　基本層序

寄塚遺跡群は、千曲川に東方から注ぐ湯川左岸の切り立った断崖上にあり、標高は670m内外を測
る。浅間第一軽石流の堆積がみられる最南端にあたる。台地の南端断崖下には、滑津川が湯川と同じ

く西流している。遺跡の基本層序は6層に分かれ、遺構は第Ⅳ。V。Ⅵ層面で確認された。第Ⅴ層は

調査区西にかけて堆積は薄い。第Ⅵ層は湯川層とされる水平な砂層で、中部自動車道掘削断面で地表
下7mまでは確認できた。

標高670．7m
Ia屑　暗オリーブ褐色士（2．5Y3／3）

水田耕土。

I b層　褐色士（7．5YR4／4）

水田床士。鉄分沈殿層。

Ⅲ層　　黒褐色士（10YR2／2）

粘質有り。炭。パミス小量。

Ⅲ層　　暗褐色士（10yR3／4）

パミス小量。

Ⅳ層　　にぷい黄褐色士（10YR4／3）

黄色（10yR5／6）の砂と暗褐色士（10YR3／4）

を含む。

Ⅴ層　黄褐色土（10YR5／6）火山灰。

Ⅵ層　明黄褐色土（10YR5／6）砂。

第3図　基本層序模式図

第6節　遺構と遺物の詳細

遺　構　　竪穴住居址　13軒（弥生時代中期後半。　遺　物　　弥生時代中期後半土器。石器
古墳時代前期後半）　　　　古墳時代前期後半土器。石器

掘建柱建物址　6棟

土　坑　　　17基

溝状遺構　　12条

ピット　　　106基

－4－
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第Ⅱ章　遺構と遺物
第1節　竪穴住居址

（1）H1号住居址
本祉はた・ち－101・102Grで検出された。M1号・F1号・D2号土坑に切られ、H2号を切って

G G’

ふ．T．

1層　黒褐色土（10YR2／3）

2層　黒褐色士（10YR3／2）

3屑　暗褐色土（10YR3／3）

4層　黒褐色土（10YR2／2）

5層　黒褐色土（10YR3／2）

6屑　褐色土（10YR4／6）

7層　黒褐色土（10YR3／2）

8層　黒褐色土（10YR2／3）

9層　黒褐色土（10YR2／3）

10層　赤褐色土（5YR4／6）

11層　暗褐色土（10YR3／3）

12層　褐色士（10YI14／4）

13層　暗褐色土（10YR3／3）

14屑　暗褐色土（10YR3／3）

15層　黒褐色土（10YR2／3）

E　16層褐色士（10YR4／4）

Ll L1

ーl　　　　－［

⊥．

14　めけはみ9　10　　　　14

H H’

‾　　ト　・・

′′・云：・

標高6696m

（1こ80）

2m

パミス少量・暗褐色土（10YR3／4）のブロック多量。

パミス少量・暗褐色土（10YR3／4）のブロック少童。

固く締まる。′くミス多鼠

炭少量。

固く締まる。地山の砂・パミス多乱

黄褐色土（10YR5／6）の砂多数

炭・錬士粒子少量。

粘質あり。

焼土。

柱痕。

他山の砂多畳。

固く締まる。（敲き床）

褐色（10YR4／6）の砂ブロック多軋

他山の砂多量。

17屑　褐色土（10YR4／6）地山の砂が主。暗褐色士（10YR3／3）の小ブロック少丑。
（床下埋め土）

18層　暗褐色土（10YR3／3）　褐色土（10YR4／6）の小ブロック少軋（床下埋め土）

第4図　H1号住居址実測図
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第5図　H1号住居址出土遺物実測図

いる。隅丸長方形で北壁4．5m、東壁検出部4．8m、西壁4．6m、最深の壁残高は北壁で38cmを測る。

主軸方位はN－20，Wを示す。主柱穴Pl～P4が南北2．2m東西2．6mの正方形に配置されている。
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第6図　H1号住居址出土遺物実測図

柱痕はPl・P2・P3で18cm、Plは径26cm深さは52cm、P2は径26cm深さ60cm、P3は径30cm深さ

56cm、P4は径34cm深さ60cmを測る。床下からのP7－PlOは、Pl～P4の内側に方形に配置され
ている。主柱が建て替えられたと考えられる。床面は全体に非常に堅く敲き締められていて、平坦で

ある。床下の掘方は2～8cmで浅い。周溝が北壁の一部を除き壁下を回る。炉は主柱穴Pl～P4で

つくられる方形の中央に設置され、長径70cm短径58cm深さ7cmの楕円形で地床炉である。1cm程の焼
土の堆積があり、下部が焼け焼け込んでいた。図示した遺物は弥生土器壷・碧・鉢・高坪、石器がある。

図示した以外の土器片1，325片の内79片が内外面赤彩された鉢・高杯片で、壷片は僅か6片しかもす

べて小形壷。1・6・17～40は壷、壷口綾部は外反する口縁と、内攣して受口状の口縁がある。口唇

部にへラの刻目や縄文が施される。19の口縁部は縄文後へラ描連続山形文が施される。21－40は頸

部・胴部片である。20・23・25・27・31・32・35はへラ描平行沈線文間に横の櫛描条線文・縄文・へラ描
波状文・櫛描簾状文が、21・22・26・28・29・33にはへラ描「U」字文内に縦の櫛描条線文やへラ描刺

突文、へラ描「U」字文の外にも縦の櫛描条線文やへラ描刺突文が、24・30には山形文が重ねて施文

される。38～40は胴下部でへラ描沈線区画内に縄文が施され、40にはその下位にヘラ描連続孤文、39
は縄文の上にへラの刺突文が施される。2・3・5・7－9・14・41－71は襲、41～46は外反する単純

口縁の碧で、口唇部縄文と刻目・押捺が施される。47－51は受口や受口状の口緑で、50以外は口唇部

に縄文が、48と51は口緑部に縄文・へラ描波状文、50に縄文・へラ描連続山形文が施される。52・62・

64には横・縦の櫛描条線文が、65－67は櫛描斜走文にへラの刺突文が、53－55・61は櫛描波状文が、
56・57・60は櫛描波状文・縦の櫛描条線文が、58は櫛描波状文後縦のへラ描沈線・波状文が、68・69は

へラ描連続「コ」字文が、70はヘラ描横走文、71はへラ描斜走文・円形刺突文・円形貼付文が施され

る。10－13・15は内外面赤彩の鉢で、12には1孔、15は突起を有す。赤彩された曲面が無い平らな板

状の72は、この大きさで一枚の粘土板で作られている。貼付されていたもので器種不明である。石器

第1表　H1号住居址出土遣物観察表

随 種 別 器 種
法　 量 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出土 位 置
口径 （長 ） 底径 （幅 ） 器高 （厚） 内　 面 外　 面

1 弥生 壷 － － ＜ 7 ．3 ＞ ヘ ラ ナ デ ヘ ラナ デ、 ヘ ラ捕 平 行 沈 線 完全 実 測 I 区 、 Ⅲ区
2 弥生 翌 － （8 ．0 ） ＜ 5 ＿9 ＞ ヘ ラ ナ デ ヘ ラ ミ ガ キ 回転 実 測 検 出 面
3 弥生 梁 （7 ．4 ） ＜ 3 ．3 ＞ ヘ ラナ ヘ ラ ミ ガ キ 回転 実 測 I 区
4 弥 生 重 ？ － 6 ．0 く 4 ．1 ＞ ヘ ラ ブ‾ ヘ ラ ナ デ 完 全 実 測 I 区
5 弥 生 畢 － 7 ．6 ＜ 1 0 ．6 ＞ ヘ ラ 三 力 ］ニ ヘ ラ ミ ガ キ 完 全 実 測 I 区 、 検 出 面 、 D 2
6 弥 生 翌 － 9 ．8 ＜ 2 ，9 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラ ミ ガ キ 完 全 実 測 Ⅲ区
7 弥 生 至蛮 － 8 ，0 ＜ 3 ．2 ＞ ヘ ラ 三 ガ キ ヘ ラ ミガ キ 完 全 実 測 P 6
8 弥 生 三藍 7 ．2 ＜ 3 ．8 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラ ミガ キ 完 全 実 測 I 区 、 P 3
9 弥 生 褒 7 ．4 く 4 ．0 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラ ミガ キ 完 全 実 測 検 出 面
1 0 弥 生 鉢 （5 ．2 ） く 2 7 ＞ ヘ ラ ミ キ ー→赤 色 、彩 ヘ ラ ミ ガ キ ・→赤 色 ・彩 回 転 実 測 検 出 面
1 1 弥 生 （6 ．8 ） ＜ 2 7 ＞ ヘ ラ ミ キ ー→赤 色 、彩 ヘ ラ ミ プゴキ ー→赤 色 、彩 回 転 実 測 正区
1 2 弥 生 － － － ヘ ラ ミ キ → 赤 色 塗 彩 ヘ ラ ミ ガ キ → 赤 色 、彩 断 面実 測 。　 □ 綾 部 に 1 孔 I 区
1 3 弥 生 － 6 ．8 ＜ 3 ．5 ＞ ヘ ラ ミ ガ 1 ニ→ 赤 色 塗 彩 ヘ ラ ミ ガ キ → 赤 色塗 影 完 全 実 測 Ⅲ区
14 弥 生 梁 － 5 ，8 ＜ 3 ．1 ＞ ヘ ラ ミ ガキ ヘ ラ三 ガ キ 完 全 実測 横 出 面
1 5 弥 生 鉢 － ヘ ラ ミガ キ ・→赤 色 塗 影 ヘ ラ ミ プゴキ ▼→赤 色 塗 彩 断 面実 測 。　 口 緑 郡 に 突走己貼 付 Ⅲ区
1 6 弥 生 高 士不 － － く 3 ．6 ＞ 土不部 へ ラ ナ デ 、脚 郡 へ ラ ナ デ ヘ ラ ミ ガ キ 完 全 実測 検 出 面

－7－



は石錬5点・石嫉（石錐？）未製品1点，未製品の打製石斧1点，砥石2点、磨石2点、横形削器1
点、二次加工ある剥片1点がある。他に多量の石器製作の所産である剥片・細片・石核が出土した。

石核は黒曜石7点・硬質砂岩1点、剥片・細片は硬質砂岩18点・黒曜石55点。
本址は、土器の特徴から弥生時代中期後半栗林期に比定される。

（2）H2号住居址

本址は、そ・た一101・102Grで検出された。F1号掘立柱建物址・H1号住居址に切られている。

形態は隅丸方形を呈するとみられる。検出規模は東壁検出部1．1m、両壁4．1m、西壁検出部3．4mで最

層

層

屑

層

層

層

屈

層

眉

層

層

眉

屑

二

層

1

　

2

　

3

　

4

　

5

　

6

　

7

　

8

　

9

　

1

0

　

日

　

1

2

　

1

3

　

1

4

愚褐色士（10YR3／1）　パミス少批

果褐色土（10YR2／3）　暗褐色土（10YR3／3）の小ブロック・炭化物・パミス少乱
黒褐色土（10YR2／2）　褐色土（10YR4／6）の小ブロック・パミス少軋

照褐色土（10YR2／2）　褐色土（10YR4／6）の小ブロック・パミス少軋

暗褐色土（10YR3／3）　パミス少軋

暗褐色土（10YR3／3）　褐色土（10YR4／6）の小ブロック少址。
黒褐色土（10YR2／3）

暗赤褐色土（5YR3／3）　焼土ブロック多軋

黒褐色土（5YR2ノ2）　焼土粒子含む。

黒栂色土（10YR2／3）　粘質土。

黒褐色土（10YR2／3）　褐色（10YR4／6）の砂の′トブロック少凱
褐色土（10YR4／4）　　褐色（10YR4／6）の砂多量。

恩栂色土（10YR2／3）　褐色（10YR4／6）の砂少軋（敲き床）

板暗褐色土（7．5YR4／3）褐色（10YR4／6）の砂多軋（床下埋め土）

．　　　‥　　．・　　　．．・．　－

＿　＿　＿ニー‾∴＿．

、魁嬉野′。’＼し些正∠ア。

0　　（1こ4）　10cm

第7図　H2号住居址実測図および出土遺物実測図
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第8図　H2号住居址出土遺物実測図

10cm

深の壁残高は住居祉東壁で38cmを測る。主軸方位はN－250－Wを示す。
ピットが4個検出され、位置から主柱穴がPl・P2、P3・P4の2基

が出入口の施設である。Pl・P2の柱間2m、柱痕はPl・P2で30cmを測る。Plは径40cm深さは47

cm、P2は「8」の字で深さ67cm、P3は長径60cm短径40cm深さ16cm、P4は長径60cm短径30cm深さ20

cmを測る。床面は全体に非常に堅く敲き締められていて、平坦である。床下の掘方は2～8cmで一部

分除き浅い。周溝が東壁の一部を除き壁下を回る。炉は中央に設置されていた。長径80cm短径66cm深
さ8cmの楕円形を呈する地床炉である。2cm程度の焼土の堆積があり、下部が焼け込んでいた。図示

した遺物は弥生土器壷・賓、石器がある。その他土器片が556片有り内41片が内外面赤彩の鉢・高杯片

で壷片は小形壷7片である。3・10～23は壷、3・11～13は口線外反し、面取りの口唇部に縄文・押
捺・刻目が施される。14～23は頚部と胴部に文様帯を持つ。へラ描平行沈線間に14には縄文が、へラ

描「U」字文の外に縦の櫛描条線文が、16には縄文とへラ描斜走文、17には縄文が、18・22・23には

横の櫛描条線文が施される。23は円形貼付文を持つ。15には2帯の横の櫛描条線文間に櫛描波状文が、
19には3段の櫛描簾状文が施される。21には縄文・ヘラ描連続孤文と連続「コ」字文が施される。1・

2・4～9は聾、1は短く口線外反し口唇部に縄文が胴部には櫛描斜走文が羽状に施文される。5は

へラ描山形文内に縄文が施され、耳状の突起が貼付される。8の口唇部には縄文・へラ刻目が、頚部

に横の櫛描条線文、胴部に櫛描斜走文が施される。24の口唇部には縄文・へラ刻目が、25・26には縄
文が施文される。27・28には横の櫛描条線文・波状文が、28・29は縦の櫛描条線文施文後櫛描波状文

が施される。31は櫛描斜走文、32は櫛描斜走文後へラの刺突文、33にはへラ描斜走文が施文される。

石器は石嫉4点・石嫉末製品2点、打製石斧1点・打製石斧末製品1点、石錐2点、二次加工ある

剥片1点、磨石（兼敲石）1点、敲石1点、磨製石斧片1点、他に石器製作の所産である石核・剥
片・細片が出土した。石核は黒曜石7点、剥片・細片は硬質砂岩9点・黒曜石81点。

本址は、土器の特徴から弥生時代中期後半栗林期に比定される。

第2表　H2号住居址出土遺物観察表

肋． 種 別 器種
法　 量 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出土1立置口径（長） 底径（蠣） 器高（厚） 内　 面 外　 面

1 弥 生 盗 1 6 ．3 ＜ 1 5 ．0 ＞ パ ケ日→ヘラ三方キ 口唇部縄文 L R 、 休 部櫛描斜走文 （5 本 ）、ヘラミガキ 完全実測 ］区、 Ⅲ区
2 弥 生 寮 （7 ．9 ） ＜5 ．8 ＞ ヘ ラミガキ ヘラミカキ 回転実測 Ⅲ区
3 弥 生 ヨヱ （1 4 ，2 ） － く4 ．1 ＞ ヘ ラ三方キ 口唇部縄文 L R 回 転 実測 Ⅱ区

4 弥 生 竪 － （9 ．0 ） ＜4 ．0 ＞ ヘ ラミガキ ヘ ラミガキ 回転実測 Ⅲ区

5 弥 生 璽 － － ＜4 ．4 ＞ ヘ ラナデ 破片実測 Ⅳ区
6 弥 生 蛮 5 ．8 ＜3 ．5 ＞ パ ケ自→ヘラミガキ パケ 冒→ヘラミガキ 完全実測 P 4
7 弥 生 要 － （7 ．0 ） ＜2 ．8 ＞ ヘ ラ三方キ パケ 目→ヘラミガキ 回転実測 1 区

8 弥 生 要 （3 3 ．8 ＞ － く5 ．4 ＞ ヘ ラミガキ 口唇郡縄文 L R → ヘ ラ刻肖、ヘ ラ三 ガ手、横の櫛描条繚文 （6 本 ） 回転実測 I 区 ホ リ、 Ⅲ区

9 弥 生 璽 － 5 ．5 ＜2 ．0 ＞ パ ケ目→ヘラミガキ パケ 目→ヘラミガキ 国転実測 Ⅲ区

1 0 弥 生 EZ － （1 9 ．0 ） ＜2 ．5 ＞ ナ デ ヘラミガキ 回転実測 検出面

（3）H3号住居址

本址は、そ・た－99・100Grより検出された。P30～P36に切られている。大部分が現道の下に延

びる。形態は隅丸方形を呈するとみられる。検出規模は、両壁4．6m、西壁検出部2．6mで、最深の壁

－9－



残高は南壁で30cmを測る。主軸方位はN－310－Wを示す。ピットが7個検出され、位置から主柱穴がP

l・P2、P3が出入口の施設である。Pl・P2の柱間は2．4m、柱痕はPlが16cm・P2が長径26cm短径

16cmを測る。Plは深さ60cm、P2深さ54cm、P3は長径76cm短径60cm深さ17cm、底面10cmから（第48図
112）の台石が出土した。P4～P7は床下から確認された。P5・P6の柱痕14cmを測る。床面は全体に

堅く敲き締められていて、平坦である。床下の掘方は部分的で浅い。周溝が南壁から西壁の壁下を回る。

卓

標高669．9m
（lニ80）　　2m
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1屑　黒褐色士（10YR2／2）　ローム粒子・パミスを含む。
2屑　黒褐色土（10YR2／3）　ローム粒子・パミスを多く含む。
3屑　暗褐色上（10YR3／4）　ローム粒子多盤に含む。
4屑　黒褐色土（】OYR2／3）　2屑より黒みを帯びる。
5屑　黒褐色士（10YR2／3）　しまりない。
6眉　暗褐色土（10YR3／4）　ローム粒子・パミスを含む。
7屑　暗褐色士（10YR3ノ4）　ローム粒子・パミスを含む。
8層　にぷい黄褐色土（10YR4／3）　柱痕。
9屑　暗褐色土（10YR3／4）　ロームブロック少並。（床下埋め土）
10屑　褐色土（10YR4／4）　地山の砂主体。
11層　暗褐色土（10YR3／3）　柱痕。（床下から検出）
12屑　暗栂色土（10YR3／4）　ローム粒子・パミスを含む。
13屑　褐色土（10YR4／6）　ピット埋めこし
14層　暗褐色土（10YI13／4）
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第9図　H3号住居址実測図および出土遺物実測図

図示した遺物は弥生土器壷・婆、石器がある。その他土器片135片の内12片が内外面赤彩の鉢・高
杯で壷は小形壷1片である。1～8は壷、1は口縁外反し、面取されない口唇部に縄文が施文される。

3～5はへラ描平行沈線間に3にはへラ描刺突文が、4には櫛描刺突文が5には縄文が施される。

2・6は胴部下位でへラ描平行沈線下にへラ描連続孤文が、2は縄文も施文される。7にはへラ描平
行沈線下にへラ描山形文が施される。9－18は聾、1は短く口線外反し口唇部に縄文が施文される。

－10－



2は受口状の口縁で口縁部に縄文、頚部に横の櫛描条線文が施される。11。12には櫛描波状文が、13
は胴部縦の櫛描条線文施文後頸部に櫛描波状文が施される。14は櫛描斜達文後波状文が施文される。

15には縦の櫛描条線文後櫛描波状文が、16には縦の櫛描条線文後櫛描斜達文・へラ描刺突文が、17は

櫛描斜達文後へラ描刺突文が施文される。18は櫛描山形文？後円形貼付文が貼付される。
石器は石嫉1点、敲き痕のある磨石1点、光沢あるスリ面を持つ台石1点が出土した。
本址は、土器の特徴から弥生時代中期後半栗林期に比定される。
（4）H4号住居址

本址は、そ・た－99elOOGrより検出された。H5号住居牡を切っている。形態は隅丸方形で北壁
4．4m、南壁4．0m、東壁3．9m、西壁4．0m、最深の壁残高は北壁で22cmを測る。主軸方位はN－17。

－Eを示す。ピットが12個検出され、位置から主柱穴がPl～P4で、柱痕は20－24cm、南北2。1m
東西2．6．2。1mの台形に配置されている。深さはPlが60cm、P2が61cm、P3が41cm、P4が72cm

を測る。P8が出入口の施設で、底面に3個の凹みがある。P5・P7．P9の深さは34～51cm、P9

の柱痕は18cmを測り、上屋を支えた柱穴であろう。P6は径70cm深さ20cmで貯蔵穴か？床下からPlO

～P14が検出された。P12は柱痕が確認された。柱の取り替えが考えられる。床面は全体に非常に堅
く敲き締められていて、平坦である。床下の掘方は2～12cmで浅い。周溝が3コーナーで切れながら

壁下を回る。炉は主柱穴Pl～P4でつくられる方形の中央に設置され、長径86cm短径56cm深さ8cm

の楕円形の地床炉で、南側に2個の炉縁石（砂岩）が置かれる。8cm程度の焼土の堆積がある。
図示した遺物は弥生土器壷e碧e鉢。高塚、石器がある。その他土器片402片の内22片が内外面赤
彩の鉢。高塚で壷はない。

壷は1～4。6－10e24～35、日縁部は外反する口縁と、内攣して受口状の口縁がある。1。2。

7。24～26の口唇部に縄文が施される。1。2．27頸部のへラ描平行沈線間に縄文が施文される。

4。7。26日縁部は縄文後へラ描連続山形文。へラ描波状文が施される。3。6は細頚の小形壷で3

は唯一赤彩される。30。34。35にへラ描平行沈線、31－33はへラ描三角文内にへラ描刺突文さらに周

囲を櫛描条線文が、28はへラ描沈線下にへラ描山形文が重ねて、29には横の櫛描条線文が施文される。
賓は11～20e36～61、日縁部は外反する口縁11。12。15。16。18と、内攣して受口状の口縁42。43、

直立する口縁13．14もある。口唇部には縄文。へラの刻目15．16、縄文。押捺11e12、縄文36－38、

へラの刻目39。40、押捺の41がある。42は口唇部に縄文受け臼状目線部に縄文eへラ描連続山形文、

43は小形の碧で口唇部に縄文が直立する口縁に縄文・へラ描連続山形文、44は面取された口唇部に縄
文が口縁部に縄文。へラ描連続山形文が施文される。

第3表　H4号住居吐出土遺物観察表

凍 ‥：＿′ 義料 ．一瀦種、－′
婆 華 線 ．形 園子聾∴－‾＿文 ．滅 ′．．′

．．滴 一、・一＿＿教 ・、‥、・＿ 恒 鍵 輝 醸
∴肇 轡嘩躯 主席経璃 ）．ノート発着時 ）・・‥‾、－ 効 雛 頚 績 絃如率薗 ‾′．．二

1 弥生 ±雲：∑ （19 ．6 ） － ＜8 ．0 ＞ ヘ ラミガキ ヘラミガキ、口緑縄文L R 横、頸部L R 横、ヘラ描平行沈線 回転実測 面直

2 弥生 ±互芝 10 ．5 － ＜8 ．3 ＞ ヘラミガキ、ヘラナデ
パケ目、ヘラミガキ、口唇部縄文R L 横、頸郡R L 横、

ヘラ描平行沈線 （3段）
完全実測 Ⅲ区

3 弥生 土質宣 （5 ．0 ） － ＜7 ．8 ＞ □緑ミガキ→赤色塗彩、頸郡へラナデ ミガキ→赤色塗彩 回転実測 I 区　 Ⅲ区
4 弥生 壷 （1 7 ．6 ） － ＜4 ．9 ＞ ミカキ 口緑縄文 （L R ）→ヘラ描連続山形文、ミカキ 回転実測 Ⅲ区
5 弥生 高士不 （1 3 ．2 ） － ＜3 ．0 ＞ ヘラミガキ ヘラミガキ 回転実測 Ⅱ区
6 弥生 ＝土＝宝互 － － ＜6 ．9 ＞ 頸部へラナデ、口緑ヨコナデ→ミガキ ミガキ 完全実測 ］区

7 弥生 ±宣∑ （1 5 ．3 ） － ＜3 ．1＞ ヘラミガキ ヘラミガキ、口唇郡縄文L R 横、口緑縄文L R 横、

ヘラ描波状文 （2段）
回転実測 ［区

8 弥生 ‘土質芝 9 ．3 － ＜3 ．0 ＞ パケ目 ナデ、頸部へラ描沈線 完全実測 ］区
9 弥生 ±宝∑ － （7 ．6 ） ＜5 ．0 ＞ ヘラミガキ ヘラミガキ 回転実測 Ⅳ区
1 0 弥生 多琶

瓦 － 5 ．6 ＜2 ．9 ＞ ミガキ 胴部ミガキ、底部ミガキ 完全実測 Ⅱ区
1 1 弥生 羅

瓦
1 6 ．2 － ＜7 ．0 ＞ ミガキ 口緑縄文 （R L ）→刻み、櫛描斜走文、口緑ヨコナデ 回転実測 ］区

1 2 弥生 羅瓦
（2 1 ．0 ）

－ ＜12 ．8 ＞ ミガキ 口唇部縄文 （L R ）→刻み、櫛描簾状文 （8 本）、櫛描波状文
（6 ～8本）→刻み、 口緑ヨコナデ、胴部ナデ 回転実測 Ⅲ区

1 3 弥生 薙
：Z≡ミコ
（18 ．6 ） － ＜5 ．2 ＞ ミガキ

口唇 ・口緑縄文 （R L ）→ヘラ描連続山形文 ・突起貼付け、
ミガキ 回転実測 Ⅲ区

14 弥生 蔀茎
：瓦
（1 1 ．3 ） （5 ．6 ） （13 ．7 ） ヘラミガキ パケ目、ヘラミガキ、口唇休部櫛描波状文 （6 本） 回転実測 I ・Ⅲ・IV 区

15 弥生 覇至
：瓦
（17 ．6 ） － ＜13 ．3 ＞ ミガキ

口緑刻み、頸部櫛描簾状文 （9本）、胴部横の櫛描条線文 （6
本）・波状文 （6本）・ 縦の条線文 （6 本）を2 本4 ヶ所、□

緑ヨコナデ、胴部ハヶ月→ミガキ
完全実測 Ⅲ区

16 弥生 罰至
：万∃＝
（2 0 ．0 ） － ＜1 0 ．6 ＞ ミガキ

口唇部縄文（L R ）→刻み、櫛描波状文（6 本）、胴部櫛描波状文
（6 本）・縦の櫛描条線文（6 本）→刻み、口緑パケ目→ヨコナデ 回転実測 I 区

17 弥生 薙
コ≡・己 － － － パケ目 櫛描簾状文 （8本）、櫛描波状文 （8本）、パケ目、ミガキ 破片実測 I 区

18 弥生 薙
コ≡i：； 2 4 ．8 － ＜1 1．3 ＞ ヘ ラミガキ ハケ目→ヘラミガキ、櫛描波状文 回転実測 Ⅲ区

19 弥生 蔀匿
：瓦 － 9 ．6 ＜1 1．5 ＞ パケ目 ヘラミガキ、櫛描波状文 回転実測 Ⅲ区

2 0 弥生 覇夏
コ≡石 － 7 ．5 2 ．2 ナデ パケ目→ヘラミガキ 完全実測 I 区

Ⅲ区2 1 弥生 鉢 2 0 ．3 6 ．8 9 ．7 ヘラミガキ、赤色塗彩 ヘラミガキ、赤色塗彩 完全実測。突起2 ケ4 単位
2 2 弥生 鉢 （1 8 ．1）

－ ＜4 ．3 ＞ ミガキー→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実測 Ⅲ区
2 3 弥生 鉢 （1 4 ．0 ） － ＜3 ．5 ＞ ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実測 Ⅲ区

－11－
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標高669．8m

O　　（1．30）　　0・9m

標高669紬
（1こ80）

2m

1層　黒褐色土（10YR2／2）ローム粒子少並、パミス・炭化物・焼土粒子含む。
2層　黒褐色土（10YR2／3）パミス・地山の砂・炭化物含む。
3層　暗褐色土（7．5YR3／4）焼土粒子多血に含む。
4屑　黒褐色土（10YR2／3）
5層　黒褐色土（7．5YR3／2）焼土粒子多畳に含む。
6周　明赤褐色土（5YR5／8）焼土。（付近の地山焼けこんでいる。）
7屑　黒褐色土（10YR2／2）柱痕。
8屑　黒褐色土（7．5YR3／2）砂が主。
9屑　暗褐色土（10YR3／3）砂がも
10屑　黒褐色上（10YR2／3）ローム粒子多く含む。
11屑　暗褐色土（10YR3／3）黒褐色土ブロック含む。固く締まる。（貼床）
12屑　暗褐色土（10YR3／3）砂が主。
13屑　にぷい黄褐色土（10YR4／3）　砂が主。
14屑　黒褐色土（10YR3／2）柱痕。
15眉　褐色土（10YR4／4）　柱痕。
16屑　褐色土（10YR4／4）　砂が主。
17屑　黒褐色土（ユOYR2／3）ローム粒子・パミスを含む。（床下埋め士）
18屑　暗褐色土（10YR3／3）ローム粒子多く含む。（床下埋め土）

′蝋、

‘．・．茶，

β　　　　　　　　　　7

第10図　H4号住居祉実測図および出土遺物実測図

頚部から胴部の文様は、頸部横の櫛描条線文後12に胴部波状文、15に胴部縦の櫛描条線文さらにそ

の後波状文と横の条線文、16に縦の櫛描条線文さらにその後波状文が施される。17には横の櫛描条線

文間に波状文が、18には櫛描斜走文が縦の羽状施文される。胴部片では57の櫛描斜走文、49～51の櫛
描波状文・へラの刺突文、56の櫛描斜走文・へラの刺突文、52～55の頚部横の櫛描条線文後胴部櫛描
斜走文がある。

－12－
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第11図　H4号住居址出土遺物実測図

直立する口緑の14は、口緑部から胴下部まで櫛描波状文が5帯施される。13の直立する口縁部には

縄文・へラ描連続山形文の後棒状の突起が2本一対で貼付される。

鉢は21－23内外面赤彩される。21は大形でロ緑部に2個一対の楕円形の突起が4カ所に貼付される。

23はしっかり面取されている。5は短く水平なロ緑部を有す無彩の高杯である。図示不可能な赤彩さ
れ水平に開く口綾部の高坪もある。

石器は石嫉4点、打製石斧未製品1点、石錐？1点、二次加工ある剥片1点、赤色顔料が付着した

－13一
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第12図　H4号住居址出土遺物実測図

磨石1点、磨石（兼敲石）1点、敲石1点、砥石1点、他に石器製作の所産である石核・剥片・細片

が出土した。石核は黒曜石5点、剥片・細片は硬質砂岩14片・赤褐色チャート1片、黒曜石135片。
本地は、土器の特徴から弥生時代中期後半栗林期に比定される。

（5）H5号住居址

本址は、た・ち－97・98Grに位置する。H4号に切られている。形態は隅丸方形を呈するとみら

れる。検出規模は、東壁検出部1．6m、西壁検出部1．9mで、最深の壁残高は東・西壁で23cmを測る。

主軸方位はN－2。－Wを示す。ピットが12個検出され、位置から主柱穴がPl～P2で、東西柱間
2．3m、深さはPlが66cm、P2が74cmを測り深い。P5は径50cm深さ35cmで棟持柱とみられる。P

4は径24cm深さ12cm、P3は長径36cm短径30cm、P7～P12は床下から検出された。床面は全体に非

常に堅く敲き締められていて、平坦である。床下の掘方は4～20cmであった。周溝が北壁東寄りから
東壁、西壁の一部にみられる。

図示した遺物は弥生土器壷・碧・鉢・高杯、土製品、石器がある。その他土器片256片の内14片が

内外面赤彩の鉢・高杯で赤彩の壷片は1点のみである。

壷は1・2・9・10・12～22、口緑部は外反する口緑2と、内攣して受口状の口縁12があり、共に
口唇部に縄文が施される。1は大形の壷で胴部中央にへラ描沈線・へラ描連続孤文内に縄文が施文さ

れる。2は刷毛目調整が残る頚部にへラ描平行沈線を3本、その下にへラ描連続山形文が施される。

17は外面黒色を呈し、頚部から胴部中央までへラ描平行沈線で画された文様帯にヘラ描連続山形文や

へラ描山形文が重ねて、さらにその下部にへラ描連続山形文が施文される。16も同様にへラ描平行沈
線の上下にへラ描山形文・連続山形文が施される。14の頸部には横の櫛描条線文と縦の櫛描条線文が、

15の頚部にはヘラ描平行沈線間に縄文が施される。18はへラ描沈線・へラ描刺突列・縄文・ヘラ描連

続山形文が、19・20はへラ描「U」字文内に縦の櫛描条線文が施文される。「U」字文の沈線には赤
彩される。21・22はへラ描沈線の下に縄文が施文され、へラ描山形文が重ねて施される。

聾は3～7・23－34、口縁部は外反する口縁4～6・23～25と、内攣して受口状の口線28、直立す

る口縁26・27もある。口唇部には縄文・押捺4・5・23・24、縄文25～29、へラの刻目6がある。26

第4表　H5号住居址出土遥物観察表

仙 種 別 器種
法　 要 成　 形 ・調 こ　嬰巨 文　 様

備　 考 出土 位 置
口径 （長 ） 底径 （幅） 器高 （厚 ） 内　 面 外　 面

1 弥生 更 － く 2 6 ．1＞ パ ケ H 胴 部縄 文　 ‖＿ R ）→ ヘ ラ ミ ガキ ・→ヘ ラ 描 沈 緑 文 ・連 続 課 文 完 全 実 測 1 区
2 弥生 壷 14 ．0 － ＜ 9 ，9 ＞ パ ケ 目 ハケ 日－→ヘ ラミ ガキ、 口唇部 縄文 、頸部　 へ ラ描平 行洗 練文 ・澄 約 日形 文 案 宇 美 瀕l 1 区
3 弥 生 梁 － （6 ．4 ） く 7 ．2 ＞ ヘ ラ ミ プゴキ ヘ ラ ミ プゴキ ーー赤 色 塗 彩 回 転 実 測 I 区
4 弥 生 課 （3 2 ．0 1 － ＜ 3 ，9 ＞ パ ケ 自→ ミプゴキ 口 緑 ヨ コ ナ デ 、 口唇 部 縄 文 → 押 捺 、櫛 描 波 状 文 （7 本 ）、 緬 措 斜走 文 回 転 ￥ 双l Ⅲ区 ホ リ方
5 弓爪生 単 （2 5 ．0 ） く 1 1 ．5 ＞ ヘ ラ ミ ガキ パ ケ 日→ 口唇郡 持す （R L l → 押漂、櫛 描波 状文 （8 本 1、 斜走文 （8 本 ） 回 転 実 測 Ⅱ区 、 Ⅱ区 ・ホ リ方 、 P 3
6 弥 生 頭 （1 7 ．7 I － ＜ 1 2 ．0 ＞ ヘ ラ ミ ガキ パ ケ 目 、口 唇 部 刻 目 、櫛 描 斜 走 文 （6 本 】 回 転 実 演1 I 区 、 検 出眉 1
7 弥 生 三雲 － 5 ．6 く 7 ．3 ＞ ハケ ∈］ パ ケ 日 ．→ヘ ラ ミ ガキ 完 全 実 測 I 区 、 Ⅲ区 、検 出 面
8 弥 年 鉢 （1 0 ．6 ） － ＜ 4 ．5 ＞ ヘ ラミ ガ キ → 赤 色 塗彩 ヘ ラ ミ ガキ → 赤 色 塗 彩 匹】転 実 測 I 区
9 弥 生 ヨヱ － （9 ，6 ） く 3 ．4 ＞ パ ケ 巨］ ヘ ラ ミ カキ 回 転 実 測 I 区
1 0 弥 生 ヱE － （1 0 ．6 ） く 3 ．3 ＞ パ ケ 巨］ ヘ ラ ミ ブコキ 回 転 実 測 P 9
1 1 弥 年 匙 － － ヘ ラ ミ カ キ → 赤色 塗彩 ヘ ラ ミ ガキ → 赤 色 塗 彩 完 全 実測 I 区 ・ホ リ万

ー14－
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1層　黒褐色土（10YR2／3）　ローム粒子・パミス含む。所々に砂層入り込む。
2層　黒褐色土（10YR3／2）
3屑　黒褐色土（10YR3／2）　パミス・他山の砂多く含む。
4屑　黒褐色土（10YR3／2）　パミス・炭少量含む。
5屑　黒褐色土（10YR3／2）　柱痕。
6屑　黒褐色土（10YR2／3）　パミス・炭少蒐含む。

（1こ40）　　1m

く

E E’　　　旦
10　　　810　　　　　　　　　　10　6　10

C’　　　H H’

E　　　旦」こぶ　亘，

株高669．9m
（1こ80）
2m

7眉　黒褐色土（10YR3／2）　地山の砂少量。
8層　暗褐色土（10YR3／4）　他山の砂多い。
9層　暗褐色土（10YR3／4）　固く締まる。褐色の砂・暗褐色土のブロック多丑。（敲き床）
10屑　黒褐色土（10YR3／2）　地山の砂少凪（床下埋め士）
11周　暗褐色土（10YR3／3）　地山の砂少量。（床下埋め土）
12屑　褐色土（10YR4／6）　地山の砂少鼠暗褐色土のブロック多塁。（床下埋め士）
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第13図　H5号住居址実測図および出土遣物実測図
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第14図　H5号住居址出土遺物実測図

は口唇部に縄文直立する口縁部に櫛描波状文、27は口唇部と直立する口縁部に縄文が、28・29は口唇

部に縄文がロ縁部に縄文・ヘラ描連続山形文が施文される。4・5の頸部には櫛描波状文胴部には櫛

描斜走文が、6・30・34は櫛描斜走文が、34にはヘラ描刺突列も施文される。31は縦の櫛描条線文後
櫛描波状文が、23・32・33には格子目状に櫛描斜走文が施される。8は内外面赤彩の鉢、11は内外面

赤彩の匙である。石器は石嫉1点・石嫉未製品2点、打製石斧末製品1点、横形削器1点、他に石器

製作の所産である石核・剥片・細片が出土した。石核は黒曜石5点、剥片・細片は黒曜石25片・黒色
泥岩3片・硬質砂岩2片がある。本址は、土器の特徴から弥生時代中期後半栗林期に比定される。

（6）H6号住居址

本址は、そ・た－90・91Grに位置し、P56に切られている。形態は隅丸方形で北壁4．0m、両壁検

出部1．7m、東壁3．8m、西壁検出部2．1m、最深の壁残高は東壁で23cmを測る。主軸方位はN－400－
Eを示す。ピットが10個検出され、位置から主柱穴がPl～P4で、南北2．0m東西2．0mの方形に配

置されている。Plは径40cm深さ53cm、P2が径40cm深さ52cm、P3が長径30cm短径26cm深さ61cm、P

4が長径40cm短径34cm深さ57cmを測る。床下から検出されたP9は深さ50cmPlOは深さ63cmを測り、

主柱穴P2・P3より内側に配置されている。位置等からP2・P3以前の主柱穴とみられる。P5・
P6が出入口の施設で、P6上面から第15図5の碧が出土した。床面から検出されたP7と床面下か

第5表　H6号住居祉出土遺物観察表

”n 種 別 器種
法　 量 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出土位置
口径（長） 底径（囁） 器高（厚） 内　 面 外　 面

1 弥 生 EE － （5 ．6 ） く3 ．7 ＞ ヘ ラナデ ヘラナデ 回転実測 皿区

2 弥 生 ニヨヱ （9 ．2 ） く 1 ．6 ＞ パ ケ日 パケ目 回転実測 検出画

3 弥 生 EE （7 ．8 ） ＜3 ．1 ＞ ハ ケ目 ヘラミガキ 回転実測 Ⅲ区

4 弥 生 肇 － （4 ．8 ） ＜4 ．2 ＞ パ ケ目→ヘラミガキ ヘラミガキ 回転実測 J 区

5 弥 生 蛮 （1 2 ．6 ） 5 ．2 1 0 ．2 ヘ ラ ミガキ 樋描波状文 、櫛描斜走文文、ヘ ラミガキ 完全実測 Ⅳ区、床

6 弥 生 蛮 － （8 ．6 ） ＜4 ．8 ＞ ヘ ラミカキ ヘラミガキ 回転実測 Ⅳ区

7 弥 生 竪 － （6 月 ） く 1 ．7 ＞ ヘ ラ三ガキ ヘラ三方キ 回転実測 Ⅳ区

8 弥 生 登 － 4 ．2 ＜ 1 ．9 ＞ ヘ ラミガキ ヘラナデ 完全実測 検出面

9 弥 生 ミニチュア （高塀） 2 ．6 ＜3 ．4 ＞ I不部 ・脚部　 パケ日 へラミガキ 完全実測 I 区

1 0 弥 生 鉢 （1 6 ．6 ） － く7 ．2 ＞ ヘ ラミガキ→赤色塗彩 ヘラミガキー→赤色塗彩 回転実測。突起貼付 1 孔 を有す 1 区 、［区、Ⅲ区

－16－
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褐色の砂少丑。
褐色の砂多量に含む。
褐色の砂多丑。上面が上位の床軋
褐色の砂・パミス少墓含む。（貼床）
炉の胞方埋士。
焼土粒子多鼠，
地山の砂が主。（床下埋め士）
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第15図　H6号住居址実測図および出土遺物実測図

ら検出されたP8は東西壁中央下に位置し、上屋を支えたものであろうか。床面は全体に非常に堅く

敲き締められていて、平坦である。床下の掘方は4～40cmで部分的に深い。周溝が検出部壁下を全周

する。炉は主柱穴Pl～P4でつくられる方形の中央に設置され、長径90cm短径76cm深さ15cmの楕円

－17－
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第16図　H6号住居址出土遺物実測図

形の地床炉である。4cm程度の焼土の堆積がある。炉の南側は掘方上部まで焼け込んでいる。

図示した遺物は弥生土器壷・賓・鉢・ミニチュア土器、石器がある。その他土器片628片の内56片
が内外面赤彩の鉢・高塀で赤彩された壷は4片ある。壷は1～3・11～30がある。11～13口縁部外反

し11・12の口唇部にはへラの刻目が、13には縄文が施される。14－20の頚部の文様帯には横の櫛描条

線文、へラ描平行沈線間にへラ描連続孤文・縄文・へラ描刺突列が施文される。21～30の胴部上半か

ら中央部の文様帯には、ヘラ描「U」字文内に縦の櫛描条線文が、ヘラ描平行沈線間やへラ描孤文・
へラ描山形文の区画内に縄文・へラの刺突列・へラ描連続山形文などが施される。

磐は4～8・31～43、日緑部は外反する口緑5・31～36と、直立する口緑37がある。口唇部には縄文・

押捺31、縄文36、へラの刻目32～34、押捺35が施文される。32・33は短いロ縁部に櫛描波状文が施され

る。直立する口縁37の口唇部は面取され縄文が、口縁部には櫛描波状文が施文される。38－40の胴部に
は櫛描波状文が、42は櫛描波状文にへラの刺突列が、43には櫛描斜走文が施される。41は縦の櫛描条

線文→櫛描波状文→縦の櫛描条線文の順に施文されている。44は円形の刺突文に円形貼付文が貼付さ

れる。5は小形で頸部に櫛描波状文、胴上半部に櫛描斜走文が施文される。9は台付聾のミニチュア品。

第6表　H7号住居址出土遺物観察表

恥 種別 器種
法　 董 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出土位置
口径（長） 底径（幅） 器高（厚） 内　 面 外　 面

1 弥 生 蓋 － － － ヘラミガキ ヘラ描山形文重ねて、ヘラ三方キ 断面実； m 区

2 弥 生 堅 － － く 1 0 ．7 ＞ ナ デ ヘラミガキ、－汎那縄文 L R 横 、 ヘラ描平行沈 線 完全実測 「　 Ⅳ区

3 弥 生 E E （1 7 ．0 ） － く 1 6 ．0 ＞ ヘ ラミガキ ハケ目→ヘラミカキ、□酎隅文L R 桟・ヘラ描連続山形文、師 へラ指平行沈綬文・縄文L R 桟 回 転実漏 Ⅲ区

4 弥 生 EZ 6 ．6 － く3 ．4 ＞ ヘ ラミカキ 口綾部縄文 （L R ）、 頚部稲描農状文 （5 本 ）・樋描波状文 （2 本 ） 完全実演 Ⅲ区

5 弥 生 壷 － － － ヘラミガキ→赤色塗彩 ヘ ラミガキ→赤色塗彩 断面実演 Ⅳ区

6 弥 生 ここ2 1 3 ．1 － く 1 6 ．6 ＞ ヘ ラミガキ ヘラミガキ　 ヘラ描平行沈臥 縄文 L R 横 ・ヘラ描連続山形文、ヘラ描山形文重ねて 完全実測 Ⅲ区

7 弥 生 笠 （6 ．2 ） く6 ．4 ＞ へ ラミガキ ヘ ラミガキ 回転実フ Ⅲ区

8 弥 生 ヨヱ 6 ，4 ＜8 ．7 ＞ パ ケ日 ヘラミガ辛、縄文 L R 様 → ヘラ描連続孤文 完全実フ Ⅳ区

9 弥 生 ちぎ － 6 ．0 ＜3 ．0 ＞ パ ケ日 ヘ ラミガキ 回転実瀕 ］区

10 弥 生 台付壷 － （8 ．8 ） く3 ．8 ＞ 胴 部パケ目→赤色塗彩　 脚部パケ目 ヘラミガキ→赤色塗彩 回転実瀕 I 区

1 1 弥 生 高上不 ＜4 ．0 ＞ ま不部へラミガキ→赤色塗彩脚部ハケ目 ヘラ三ガキ→赤色塗彩 回転実演 Ⅳ区

12 弥 生 鉢 5 ．0 ＜1 ．5 ＞ ヘ ラミガキ→赤色塗彩 ヘラミカキ→赤色塗彩 回転実演 Ⅳ区

13 弥 生 高 I不 （9 ．2 ） ＜2 ．7 ＞ 脚 部へ ラミガキ ヘラミガキ→赤色塗彩 回転実弟 ［区

14 弥生 姿 （2 1 ．2 ） － ＜1 3 ．2 ＞ パ ケ日→ヘラミカキ パケ日、口唇都縄文 L R 横 、休部櫛描斜走文 （6 本 ） 回転実7 L 卜

15 弥生 要 （2 2 ，0 ） ＜ 1 2 ，7 ＞ ヘ ラミガキ パケ乱 口唇部縄文 L R 積、□緑郡縄文L R 桟 ・ヘラ描波状文、体那髄捕斜走文 破片実フ I 区 、Ⅲ区

1 6 弥生 曹 （13 ． 4 ） － ＜3 ．8 ＞ ヘ ラミガキ ヘラミガキ、口唇郡縄文」積→刻み、頚郡横の櫛描条繚文、休部櫛描斜走文 回転実） Ⅲ区

1 7 弥生 昏 （1 3 ． 4 ） － ＜3 ．8 ＞ ヘ ラ三方キ 口唇部縄文 ・押捺、体那桶描斜走文 完全実瀕 ］区

1 8 弥 生 蛮 1 1 ．5 － ＜ 1 0 ．3 ＞ ヘ ラ ミガキ 口緑部縄文 R L 横 、 ヘラ描波状文 （2 段 ）、休部櫛描斜走文 （8 本 ） 完全実測 Ⅲ区

1 9 弥 生 蛮 － 5 ．5 く5 ．2 ＞ パ ケ目→ヘラミガキ パケ昌→ヘラミガキ 回転実演 1 区

2 0 弥 生 蛮 － （7 ．0 ） く4 ．1 ＞ ヘ ラ ミガキ ヘラミガキ 完全実現 ［区

2 1 弥 生 璽 6 ．8 ＜2 ．1 ＞ ヘ ラ三ガキ ヘラミガキ 完全実弟 I 区 、u 区

2 2 弥 生 接 （5 ．4 ） ＜2 ．4 ＞ ヘ ラミガキ ヘラミガキ 回転実演 ］区

2 3 弥 生 竪 4 ．0 く3 ．0 ＞ ヘ ラミカキ ヘラミカキ 完全実演 ］区

2 4 弥 生 台付獲 － 5 ．6 ＜7 ．5 ＞ ヘ ラミカキ、台那パケ 目 ヘラ三方キ 完全実演 I 区

2 5 弥 生 ミニチュア （3 ．6 ） ＜2 ．7 ＞ ヘ ラ三ガキ ヘラ三ガキ、胴部下端キザ三 日 回転実漏 Ⅲ区
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1層　黒褐色土（10YR3／2）パミス・炭化粒子少軋

2屑　黒褐色土（10YR2／3）パミス少量、固く締まる。
炭化粒子少鼠。

3屑　暗褐色土（10YR3／3）褐色土の粒子少軋

4層　にぷい黄褐色土（10YR4／3）褐色土の粒子多嵐

5屈　黒褐色土（10YR2／3）焼土粒子少数

6屑　黒褐色土（7・5YR2／2）壌土・炭の粒子少量。

7屑　暗褐色土（7．5YR3／4）煉こし

8層　黒褐色土（10YR2／2）

9屑　褐色土（10YR4／4）

10屑　暗褐色土（10YR3／3）粘質あり、パミス少量。

11眉　黒褐色土（10YR2／3）　炭多軋

12屑　暗褐色土（7．5YR3／4）敲き床。

13屑　にぷい黄褐色士（10YR4／3）砂多鼠（床下埋め土）

14屑　にぷい黄褐色土（10YR4／3）砂少軋（床下埋め士）

⊆’　E14

ラ二手テ｝・予ノ‡‡l

僚商670．1m
（180）
2m

0　　（1こ叫　　0・9m

第17図　H7号住居址実測図
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第18図　H7号住居地出土遺物実測図

石器は石嫉2点、石嫉未製品6点、石錐1点、二次加工ある剥片1点、他に石器製作の所産である
石核・剥片・細片が出土した。石核は黒曜石20点、剥片・細片は黒曜石1166片・硬質砂岩5片、緑色
チャート1片がある。

本牡は、土器の特徴から弥生時代中期後半栗林期に比定される。

（7）H7号住居址

本址は、そ・た－88・89Grに位置しP40に切られ、北東コーナーを撹乱で壊されている。形態は
隅丸長方形で北壁3．6m、両壁検出部0．7m、東壁4．3m、西壁検出部2．9m、最深の壁残高は東壁で18

cmを測る。主軸方位はN－300，Wを示す。ピットが8個検出され、位置から主柱穴がPl～P4で、

南北2．3m東西2．1・1．7mの南側が狭い台形に配置されている。Plは径32cm深さ45cm、P2が長径36
cm短径28cm深さ53cm、P3が長径42cm短径28cm深さ47cm、P4が長径62cm短径54cm深さ56cmを測る。

P5は貯蔵穴であろうか、長径70cm短径50cm深さ22cmで炭が多量に出土した。P6は径18cm深さ6cm。

床下からP7・P8が検出され、P7の深さ21cmP8は深さ18cmを測る。床面は全体に非常に堅く敲

き締められていて、平坦である。床下の掘方は4～10cmで浅い。周溝が撹乱部分を除いて検出部壁下

－20－
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第19図　H7号住居址出土遺物実測図

を全周する。炉は主柱穴Pl～P4でつくられる方形の中央から新旧2基が検出された。南側の炉2

が旧い。炉1は径54cm深さ6cmの円形地床炉である。石質輝石安山岩の炉縁石2個が置かれる。焼土

粒子が少量で焼土はみられず、炉底面は焼け込んでいた。炉2は径50cm深さ4cmの円形地床炉である。

石質輝石安山岩と流紋岩の炉縁石2個が置かれる。僅か1cmほどの焼土が堆積していた。
図示した遺物は弥生土器の蓋・壷・台付壷・璧・台付聾・鉢・高杯・ミニチュア土器、石器がある。

その他土器片854片の内54片が内外面赤彩の鉢・高塀で赤彩された壷は2片ある。1は無彩の2孔を

有す蓋でへラ描山形文が重ねて施文される。壷はいずれも無彩で2－9・26～41がある。2は頸部の

文様帯にへラ描平行沈線を巡らし中に縄文を施す。受口状口縁の3は、口唇部に縄文が口緑部に縄
文・へラ描連続山形文、頸部にへラ描平行沈線・縄文が施文される。4は小形で口唇部に縄文、頸部

に櫛描簾状文・櫛描波状文が施され、頸部のみ赤彩される。5は残存する内外面が赤彩され、口縁部

に2孔を有す。6は胴部中央に文様帯を持ちへラ描平行沈線間に縄文・へラ描連続山形文がその下部

にはへラ描山形文が重ねて施文される。8はへラ描連続孤文内に縄文が施される。26は頸部にへラ描
平行沈線、27はヘラ描平行沈線内に縄文、28はへラ描平行沈線内に櫛描刺突列文が施文される。30～

37の胴部上半から中央部の文様帯には、へラ描平行沈線に縄文・櫛歯状工具の刺突列・へラ描連続山

形文・櫛描条線文・櫛描簾状文などが施される。38にはへラ描平行沈線・へラ描孤文が重ねて、40に
はへラ描連続孤文が41にはへラ描山形文と櫛描山形文が施文される。

聾は14～24・42～58、口縁部は外反する口縁14・16・17・44～48と、直立する口縁18・49・50、受

口状口縁15・51がある。口唇部17には縄文・押捺、14・15・47～51には縄文、46はへラの刻目、44に

押捺、16・45にヘラの刻目・縄文が施文される。15・18・49～51の直立する口綾部と受口状口緑部に

は、縄文・へラ描波状文（15・18）・へラ描連続山形文（49～51）が施される。16・48の頸部には横
の櫛描条線文、胴部には縦羽状の櫛描斜走文が施文される。14・15・17・18の胴部には縦羽状の櫛描

斜走文が施される。52～54には櫛描波状文、55・56には櫛描波状文・縦の櫛描条線文・縦の波状文が、

57・58は櫛描波状文・櫛菌状工具とヘラの刺突列文が施文される。24は小形の台付聾。12は内外面赤
色塗彩の鉢、10は台付壷、1卜13は高杯。

石器は石嫉7点、石嫉未製品6点、石錐1点、磨製石斧1点、打製石斧1点、他に石器製作の所産

である石核・剥片・細片が出土した。黒曜石の原石3点、石核は黒曜石16点・硬質砂岩1点、剥片・

細片は黒曜石707片・硬質砂岩9片・緑色チャート1片・チャート1片・千枚岩1片がある。
本牡は、土器の特徴から弥生時代中期後半栗林期に比定される

（8）H8号住居址

本址は、そ一94・95Grに位置する。大半が調査区城外の現道下に延びており、調査範囲からは柱
穴や炉は検出されなかった。両壁検出部2．5m、西壁検出部1．1m、最深の壁残高は南壁で28cmを測る。

床面は平坦であるが軟弱であった。床下の掘方は、南壁下に5cmほどのテラスを残して掘られてい

る。全体層序第Ⅲ層中から掘り込まれているようである。

－21－
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1屑　暗褐色土（10YR3／3）炭少量

パミス多∃瓦

2屑　暗褐色土（10YR3／4）砂の小

ブロック・パミス多址に含む。

3層　褐色土（10YR4／4）地山の砂

小ブロックがもパミス少軋

4眉　黒褐色士（10YR2／3）地山の

砂′トブロック・パミス少乳

5屈　褐色士（10YR4／4）地山の

砂が主。

標高670．7m
O　　　（180）　　2m
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第20図　H8号住居址実測図及び出土遺物実測図

図示した遺物は弥生土器の壷・聾・高塀がある。その他土器片93片の内3片が内外面赤彩の鉢・高
坪で赤彩された壷はない。1は口縁部短く緩く外反する高杯の杯部で、内外面が赤色塗彩される。

壷はいずれも無彩で2～7がある。2は口縁部外反し頸部まで無文である。3～7は胴部片である。

3は「U」字文内に櫛描条線文・へラ描平行沈線文内に縄文が、4はへラ描平行沈線文内とへラ描山
形文内に横の櫛描条線文が施される。5はヘラ描平行沈線文の下位にへラによる刺突列を斜めの「U」

の字に配し、内部に櫛描条線文を施す。6はへラ描平行沈線文内に縄文・櫛描条線文・へラ描連続山

形文が施文される。7はへラ描平行沈線・縄文が施される。

碧は8～18、8・9の口緑部は短く外反し、口唇部に縄文が施文される。10・13には櫛描波状文・
縦の櫛描条線文が、11・12には櫛描波状文が、15の頸部には横の櫛描条線文・櫛描斜走文が、16～18

には櫛描斜走文、17にはへラの刺実列文が施文される。

他に黒曜石の石核2点、硬質砂岩の剥片1片、黒曜石の剥片・細片10片が出土した。

本址は、出土量は少ないが、土器の特徴から弥生時代中期後半栗林期に比定されよう。
（9）H9号住居址

本牡は、せ・そ－8卜82Grに位置する。H12号住居址に切られている。形態は隅丸方形であろう。

北壁4．1m、東壁検出部3．1m、西壁検出部3．2m、最深の壁残高は西壁で22cmを測る。主軸方位はN
－20－Wを示す。ピットが3個検出され、位置から主柱穴がPl～P3で、南北柱間1．9m東西2．0

m西側が狭い台形に配置されている。Plは長径30cm短径22cm深さ72cm、P2が径26cm深さ46cm、P

3が径24cm深さ58cmを測る。床面は全体に非常に堅く敲き締められていて、平坦である。床下の掘方

は8cm前後である。周溝は見られなかった。Plと東壁間の床面に南北80cm東西20cm厚さ5cmの焼土

がみられた。炉の西側と西壁下中央に床面から7cm浮いて炭化材が出土した。
炉は住居中央部から検出された。長径50cm短径40cm深さ12cmの楕円形地床炉である。炉の南縁には

炉縁石の代用であろう碧（第23図8）が逆位に置かれていた。この土器を固定するためか土器の下部

の炉掘方は、他より5cmほど深めである。炉の覆土は、焼土粒子が少量で焼土はみられなかった。
遺物は多量の土器がPl・P2の周辺床面より出土した。図示した遺物は弥生土器の壷・賓・鉢・

高杯、土製品、石器がある。その他土器片257片の内14片が内外面赤彩の鉢・高杯で赤彩された壷は
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1層　黒褐色土（10YR2／3）暗褐色土の小ブロック
炭化物少鼠パミス多鼠
2層　黒褐色土（10YR2／2）　炭少量。
3層　褐色土（10YR4／4）

4屑　暗褐色土（10YR3／3）焼土粒子・炭化物多孔

5層　黒褐色土（7．5YR2／2）焼土粒子・炭少昼。
6屑　褐色土（7．5Y掴／4）褐色の砂ブロック含む。
7屑　褐色土（10YR4／4）褐色の砂が主。
8層　黒褐色土（10YR2／2）

9眉　黒褐色土（10YR2／3）床。

2m lO層　黒褐色土（10YR2／3）褐色土のブロック多丑。

第21図　H9号住居址実測図および出土遺物実測図

5片ある。壷はいずれも無形で1～6・18～32がある。1は細い頸部から短く外反する口緑部を持ち、

胴部は中央部の下位に最大径を持ち無花果状を呈する。面取された口唇部に縄文、頸部の文様帯にヘ

ラ描平行沈線を巡らし中に縄文を施す。外面のミガキはパケ調整が窺え入念でない。胴部上半は縦に
胴部中央は横に胴部下半は斜めにミガかれる。頚部から胴部中央下位にかけて疎らに僅かな範囲に赤

色塗彩される。2は筒状の頚部から短く外反する口縁部を持ち、胴部は中央部の下位に最大径を持ち

無花果状を呈する。文様は頚部に4本のへラ描平行沈線文を持つだけである。胴部器形の変換点に突

起が1個貼付される。外面のミガキはパケ調整が窺え入念でない。胴部上半は縦に胴部中央以下は横

－23－
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第22図　H9号住居祉遺物出土状態実測図
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16　　　　　0　　　（1こ4）

第23図　H9号住居址出土遣物実測図

ににミガかれる。外反する口縁の3は、面取された口唇部に縄文が頸部にヘラ描平行沈線文・縄文が

施される。4は底部内面と胴部の割れ口に赤色顔料が付着している。23の頚部にはへラ描沈線、18－

22・19－27の胴部片にはへラ描平行沈線・縄文・へラ描「U」字文・短い斜めの櫛描条線文・櫛描刺
突列文・へラ描刺突列文・ヘラ描山形文等が施文されている。

嚢は7～14・33～44がある。口縁部は外反する口緑7・9・11・33－36と、受口状口縁8・10・

12・37がある。7～9・11は胴部上部に張りを持ち口緑部径と胴部最大径が同じである。10は口綾部

に最大径を持ち胴上部はあまり張らずに底部に至る。7～9・11・12・35～37の口唇部17には縄文、

28・29にはヘラの刻目が施文される。7は頸部に櫛描波状文施文後に胴部に櫛描斜走文を縦の羽状に
施される。9は胴部に、4帯の櫛描波状文が施文される。炉に使用された8は、内面の火熱を受けて

いた部分が鈍い赤色に変色している。ロ緑部に縄文、頸部に横の櫛描条線文施文後に胴部に櫛描斜走

文を縦の羽状に施される。10は口縁部に縄文・ヘラ描連続山形文、胴部は2帯または3帯の縦の櫛描

－25－
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第24図　H9号住居址出土遺物実測図

第7表　H9号住居，址出土遺物観察表

㌔2。票
詔増験‾藍
‘34

0　　　（1・4）　　10C皿

小h 種別 器種

法　 王 成　 形 ・調　 髪巨 文　 様

備　 考 出土位置

口径（長）底径（幅）嵩高（厚） 内　 面 外　 面

1 弥生 望
（1 0．0 ） 8．9 2 8 ．5 口緑三カキ、頸郡～胴部パケ自

口唇郡 ・頚部縄文 （L R ）→3本の平行沈線文、口絵ミガキ、胴昌βパケ目一

三カキ　 疎らに僅かに塗彩
完全実測 I ・Ⅳ区

2 弥生 壷
－
6．6 く3 0 ．0 ＞ □繰ミカキ、胴～底部 パケ目 響別郡に4本のヘラ捕1ト行洗練文、ハケ自→ミガキ 完全冥測。胴部申突1コ突起貼付 I区

3 弥生 申 ＝ 1！引 － く5 ．6＞ パケ自・→ミガキ 口堵部 ・切削 L R 随文→ヘラ摺平行沈線文、ハケH →ミガキ 完令冥瀾l Ⅲ区

4 弥生 壷 － 6．8 く7 ．0＞ パケ日→一部ミガキ 胴部ハケ日→三ガ辛、底部ミガキ 完全実測。内外赤色顔料付着 1区

5 弥生
EE －

17．0 1 く2 ．5＞ パケ自 胴部ハケ日→三ガキ 回転実測 フクド一括

6 楯生 K2 －
C5．O I く2 ．1＞ パケ自・→ナデ 胴部ハケ昌→ミガキ 1郵転実測 フクド一括

7 弥生 甘 （1 6＿4） 5＿5 19 7
口緑ヨコナデ、胴～底部パケ日

→三方キ

口唇郡 R L縄文、頸瓢櫛描波状文 （6本J、胴部櫛描斜走文縦羽状 （6本）、

口繹ヨコナデ胴上半～中央パケ目、胴下半へラケズリ→ミガキ、底部へラケ

ズリ

完全実測 I区

8 弥生 要理 3 3．8
－
く2 1．6 ＞□緑ミガキ　 胴部ハケ日→三万キ

口唇 ・口縁郡縄文 （R L 上　頸瓢横の櫛踊集線文 （6本上　胴部櫛描斜走文

（6本1、 口緑ミガ羊、胴部ハケ目→下半那ミガキ
回転実測 炉

7 弥生 聾 （1 6．4） 5．5 1 9．7
口糧ヨコナデ、胴～底部パケ目

→ミガキ

口唇部 R L縄文、頚部櫛捕波状文 （6本）、胴部櫛捕斜走文 （6 本）、口緑∃

コナデ　 胴上半～中央ハケ日、胴下半へラケズリ→ミガキ、底部へラケズリ 完全実測 Ⅲ区

8 弥生 盗 ＜2 1．6＞ パケ目→三方キ
l頭部桟の揃‡苗条綜文 （6本）、胴部櫛描斜走文 （6本）、口緑ミガ午、 胴部パ

ケ巨→下半部ミガキ
回転実測 I区、炉

9 弥生 蛮 （14 ．0） 6．5 1 5．8
口緑ヨコナデ、胴郡パケ日→ミガ 口唇部R L縄文、胴上半値捕波状文 （6 ～7本）、□緑ヨコナデ、胴部パケ巨

完全実測 I区、I区ホリ万
キ ・→ミガ午 、底部三万キ

10 弥生 冤 2 1．2 く1 5．7＞ ミカキ

口縛縄文 （R L J →ヘラ括連続山形文、胴部縦の値描条綬文 （6本〕→腐描

波状文 （6本）、 胴中央部刺突列文、口緑ミガ牛、胴部パケ日、胴下半パケ

白→ミカキ

完全実測 I区、I区ホリ方

1 1 弥生 盗 2 1，2
－
＜1 5，7＞ ミガキ 口唇R L 縄文、胴部櫛描斜走文、パケ目 回転実測 】区

12 弥生 盗 （2 6 ．4） － ＜1 5，1＞ パケ日→ミガキ 口唇 ・□緑部R L縄文、胴部櫛描斜走文、パケ目 回転実測 Ⅲ・Ⅲ区、P 3

13 弥生 塵
－
C6 ．3 I く2．0＞ パケ自・→ミガキ パケ日→三方キ 回転実測 Ⅲ区

14 弥生 蛮 － f4 ．4 I ＜1．日＞ パケ自→ミガキ パケ日→三万キ 回如実測 Ⅲ区

15 弥生 鉢 － －
く4．0＞ ミガキ→赤色塗彩 三万キ→赤色塗彩 完全実測。□腹部2個の突起貼付 I区

16

17

併し生

弥生

匙

蒜〃ヽ

く6．0＞

15 ．8

く6．4 ＞ く5．0＞

く5．9＞

ミ刀キ→赤色塗彩

ミ刀キ→赤色塗彩

三ガキ→赤色塗彩

三カキ→赤色塗影

完全実測。赤色顔料付着

完牟署測。輪花状突起10 個あり

】区

I区

条線文で5区画し間に櫛描波状文を施文する。文様帯の最下位に櫛描刺突列を1周させる。11・12の

胴部には櫛描斜走文を縦の羽状に施文する。12の口縁部には縄文が施されている。38～44の胴部片に

は、櫛描波状文・櫛描斜走文・へラ描「コ」字重ね文が施文される。15は内外面赤色塗彩される鉢、

口綾部に2個の楕円形の突起が貼付される。16は内外面赤色塗彩される匙。17は内外面赤色塗彩され
る高杯、口唇部に10個の突起が輪花状に貼付される。

石器は石鍍2点、石嫉未製品6点、二次加工ある剥片1点、他に石器製作の所産である石核・剥

片・細片が出土した。石核は黒曜石2点、剥片・細片は黒曜石190片・硬質砂岩1片。
本牡は、土器の特徴から弥生時代中期後半栗林期に比定される。

（10）H10号住居址

本祉は、す・せ－77・78Grに位置する。D13号土坑を切っている。形態は隅丸長方形で、北壁3．8

m、南壁3．9m、東壁4．2m、西壁4．4m、最深の壁残高は北壁で5cmを測る。主軸方位はN－100－E
を示す。ピットが床面から2個、床下から2個検出された。位置からP2が出入口の施設か棟持柱で

あろう。円形で径46cm深さ24cmを測る。Plは北西コーナーにあり径44cm深さ30cm、多量の土器が出

土した。P3は径24cm深さ28cm・P4は径30cm深さ30cm床下から検出された。床面は全体に平坦であ
るが非常に軟弱で、調査中に正確に床面を把握できなかった。炉は明確な掘り込みを確認できなかっ

た。北壁・西壁に寄った80cmX40cmの範囲で、10cmほど5層が焼け込んでいて炉と思われる。床下の

掘方は20cm前後、周溝の内側を堤状に幅5～15cm掘り残している。周溝が全周する。

－26－



1屑　黒褐色士（10YR2／3）
2層　暗褐色士（10YR3／4）

3屑　果褐色土（10YR2／3）　褐色の小ブロック多数
4屑　明赤褐色土（5YR5／6）強く焼け込んでいる。
5層　黒褐色土（10YR2／2）　炭・砂′トブロック・褐色士の

ブロック・焼土粒子少蛍含む。
6屑　褐色土（10YR4／4）　　砂が主。

己7′。’しヱ巨二才4
0　　　（1こ4）　　10cm

遺物出土状態下部

D’

第25図　Hl0号住居址実測図および出土遺物実測図

遺物は土師器壷（1・2・14）・賓（4～11）・台付碧（12・13）・高杯（18・19）・柑（17）・小形

丸底（16）・甑（15）、石器がある。他に弥生時代後期末壷片（20）、弥生時代中期後半土器片（21～
27）があるが、21～27は混入品である。Pl内から第26図－17の相が底部を上の逆位で、その下部か
ら15の甑・6の碧が出土した。他のほとんどがPl東側から炉の北側から出土した。
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第26図　Hl0号住居址出土遺物実測図

壷第25図1・2は外面頚部にパケメ調整を残すが口縁部内外面・胴部外面へラミガキされる。第26

図14は、ほとんど丸底に近い底部から大きく開きながら立ち上がる。内外面へラミガキされ、底部も

よくミガキされる。碧5～8は口縁部直線的に外反する。10はやや外攣しながら外反する。胴上部に

最大径を持つ球形の胴部である。いずれも外面口縁部・頚部はヨコナデ、胴部外面パケメ調整される。
5・8・10は頸部にパケメがみえる。内面の調整は口緑部パケメ後ヨコナデ、胴部上半部へラナデ、

7・11はパケメ調整もされる。6は胴下部にヘラミガキされる。12・13は大小の台付賓の台部、外面

パケメ、内面パケメ後ナデ調整。15の甑は1孔を持つ底部から「八」字状に大きく開いて薄い折り返
し口縁部に立ち上がる。外面の口緑部・底部ナデ調整、他はヘラミガキされる。いわゆる小形丸底の

16は小さな休部を持ち、口緑部直線的に外方へ開く。外面口縁部から休部上部へラナデ、口縁部にパ

ケメが残る。内面へラナデ・へラミガキ。16の相は直線的に口縁部外反し、胴部は球形を呈し小さな

平底を持つ。胴部に焼成後の1孔が穿たれている。外面口縁部と胴部・内面口縁部へラミガキされる。

－28－



第8表　Hl0号住居址出土遺物観察表

坤 種別 琴準
法　 轟 成　 形 ・、調　 整 ・貴　 様

備一一∴牽 、、 出土位置、
東 郷 ㊨ 轟離 幅）一、－．－牒 夢醸 ）、 東 嶺 、ノー＿終 ‾〔番 ＿、

1 土師器 ＝土＝宝宣 1 1．0 － ＜7 ．4 ＞ 口辺部へラミガキ、頸部パケメ後へラミガキ 口辺部 ・胴部へラミガキ 完全実測 I ・Ⅲ区

2 土師器 士雲∑ （1 5 ．4 ）
－ ＜4 ．6 ＞ ヘラミガキ 口辺郡へラミガキ、頸部パケメ 回転実測 検出面

3 弥生 士ヨ∑ － （9 ．2 ） ＜2 ．6 ＞ パケ目 ヘラミガキ→赤色塗彩 回転実測 Ⅲ区

4 土師器 薙
瓦 － （6 ，4 ） ＜1．3 ＞ ナデ パケ目、底部へラケズリ 回転実測 Ⅲ区

5 土師器 薙
コ≡己
（1 2 ．8 ）

－ ＜2 ．1＞ 口緑ヨコナデ→ヨコナデ、胴へラナデ 口緑部ヨコナデ、頸部パケメ 回転実測 Ⅲ区

6 土師器 覇至
：瓦
（1 7 ．4 ）

－ ＜1 8 7 ＞ 口辺部パケメ・ヨコナデ、胴部へラミガキ・ヘラナデ 口緑部 ・頸郡ヨコナデ、胴部パケメ、胴下部へラナデ 回転実測 I 区、］区、P l

7 土師器 羅
瓦
（1 3 ．8 ） － ＜1 0 ．0 ＞ パケ目 口緑部 ・頸部 ヨコナデ、胴部パケメ 回転実測 I 区、Ⅲ区

8 土師器 薙
：瓦
（14 ．6 ） （4 ．2 ） 1 2 ．5 口緑部パケメ後ヨコナデ、胴部へラナデ 口緑部ヨコナデ、頸部パケメ、胴部パケメ 回転実測 I区

9 土師器 薙
コ≡己 － － ＜1 4 ．5 ＞ ヘラナデ パケ目 回転実測 I 区、Ⅲ区

10 土師器 薙
：瓦
（1 7 ．0 ）

－ ＜3 ．6 ＞ 口緑部パケメ後ヨコナデ、胴部へラナデ 口緑部ヨコナデ、頸那パケメ 回転実測 Ⅲ区

1 1 土師器 夢誌
瓦 － 5 ．4 ＜1 0 ．0 ＞ パケメ後へラナデ パケメ 回転実測 I区

12 土師器 台付璽 － （1 1．8 ） ＜5 ．3 ＞ パケメ後へラナデ パケ目 回転実測 Ⅲ区

13 土師器 台付蜜 －
（6 ．4 ） ＜4 ．1＞ 底部ナデ、台部パケメ後へラナデ パケ目 回転実測 I区

14 土師器 士互E － 7 ．4 ＜2 ．3 ＞ ヘラミガキ 胴部 ・底部へラミカキ 完全実測 検出面

15 土師器 甑 （19 ．4 ） 4 ．4 7 ．6 ヘラミガキ 口緑部ナデ、休部へラミガキ 完全実測 Ⅲ区、P l

16 土師器 小形丸底 （17 ．6 ） － 1 1 ．0 口緑部へラミガキ、体郡へラナデ ・ヘラミガキ 口緑部パケメ・口緑上部ヨコナデ、休部へラナデ・ヘラケズリ 完全実測、完形 Ⅲ区

17 土師器 土甘 1 1 ．8 4 ．4 1 5 ．4 ヘラミガキ ヘラミガキ 回転実測 P l

18 土師器 高士不 （14 ．8 ） （10 ．4 ） 8 ．8 士不部へラミガキ、脚部パケメ後ナデ 士不部パケメ後へラミガキ、脚部へラミガキ 回転実測 I 区

19 土師器 高士不 － （1 2 ．4 ） ＜4 ．7 ＞ 脚部パケメ後ナデ 脚部へラミガキ 回転実測 I 区

18の高塚は琢部があまり明瞭でない稜を持ち浅く大きく開く、脚部は外攣気味に「八」字状に開く。
脚部に3孔を有す。外面杯部にパケメがうかがえるが、脚部。内面琢部とともにへラミガキされる。

脚部内面はパケメ後ナデ調整。19も高塚の脚部で残存部で2個の孔がある。20は無彩の壷でへラ描丁

字文が施文される。21～27は弥生時代中期後半の壷片。碧片であり、混入品である。
石器は台石（石質輝石安山岩）が2点出土した。他に混入品と考えられる石鉾1点、石嫉末製品1

点、黒曜石の石核2点、黒曜石の剥片。細片72片。硬質砂岩1片が出土した。

本址は、土器の特徴から古墳時代前期後半に比定される。
（＝）H11号住居址

本址は、せ－89・90Grに位置する。大半が調査区城外の現道下に延びる。調査範囲内で柱穴や炉

は検出されなかった。東壁検出部0．5m、両壁4。Om、西壁検出部1．1m、最深の壁残高は両壁で18cm

を測る。周溝が南壁中央部を除き床面下を巡る。床面は全体に非常に堅く敲き締められていて、平坦
である。床下の掘方は全体は浅いようである。南壁中央部から南東コーナーにかけての壁よりは、幅

60cm前後の範囲が30cmほど深く掘られていた。この範囲から第27図2。14のミニチュア土器等が出土
した。

第9表　H11号住居址出土遣物観察表

iJ‾妾嘩 鮮 鴻 勧 針 鴻 韓 鱒 躯 、一撃指宰頭賽

1 弥生 ＝±＝呈E － － ＜7 ．1＞ ヘラナデ ヘラ描平行沈線文 （3 本） 回転実力 床

2 弥生 ＝±＝雲呈 － 4 ．0 ＜8 ．2 ＞ 赤色塗彩 ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実力 床下

3 弥生 土質芝 － （3 ．1） ＜3 ．8 ＞ ヘラナデ ヘラミガキ 回転実ヨ フク土一括

4 弥生 薙
：瓦 －

（7 ．0 ） ＜2 ．0 ＞ ヘラミガキ ヘラ三ガキ 回転実ヨ 床

5 弥生 薙
二匹己：； － （5 ．6 ） ＜2 ．7 ＞ ヘラナデ ヘラミガキ 回転実ヨ フク士一括

6 弥生 薙
：瓦 －

（7 ．8 ） ＜5 ．5 ＞ ヘラナデ パケ目→ヘラミガキ 回転実力 ／／

7 弥生 薙
：云ミ； －

（8 ．4 ） ＜4 ．6 ＞ ナデ ヘラケズリ 回転実力 ／／

8 弥生 薙
コ≡己 －

（7 ．8 ） ＜2 ．4 ＞ ヘラミガキ ヘラミガキ 回転実ヨ ／！

9 弥生 薙
瓦 － （6 ．8 ） ＜3 ．1＞ ヘラナデ ヘラミガキ 回転実ヨ ／／

10 弥生 薙
：云≡コ － 4 ．3 ＜1 ．7 ＞ ヘラケズ リ ヘラケズリ 完全実瀕 ！／

1 1 弥生 羅
：云五コ － （7 ．7 ） ＜2 ．3 ＞ － ヘラケズリ 回転実讃 ／／

1 2 弥生 薙
：瓦 － （6 ．4 ） ＜1 ．7 ＞ － ヘラケズリ 回転実演 ／／

1 3 弥生 士不 （14 ．9 ） － ＜3 ．3 ＞ ヘラミガキ→赤色塗彩 ヘラミガキ→赤色塗彩 回転実瀕 ／／

1 4 弥生 鉢 8 ．8 4 ．6 3 ．8 ヘラミガキ→黒斑 ヘラミガキ→黒斑 完全実演 床下

1 5 弥生 高塀
－ －

＜3 ．8 ＞ 士不郡 へラミガキ→赤色塗彩、脚部へラナデ ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実測 フク士一括
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標高670．餌
0　　　（180）

1層　黒褐色土（10YR2／3）　砂・パミス少軋

2層　暗褐色土（10YR3／4）　砂のブロック多畳。パミス少丑。
3層　褐色土（10YR4／4）　砂主体。
4屑　暗褐色士（10YR3／4）　砂多量。

5層　黒褐色土（10YR2／3）　褐色（10YR4／6）の砂を水平に
含む。（床）

6層　黒褐色土（10YR2／2）　下層に砂、褐色土（10YR4／6）

・パミス少丑。
7層　黒褐色土（10YR2／2）　砂のブロック多乳（床下埋め土）

」とご
10
、し∃＿∠シ′

11

泡蓼22　撃2。
21　　0　　　（1こ4）　10C皿
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第27図　H11号住居址実測図および出土遣物実測図

図示した遺物は弥生土器の壷・璧・鉢・高杯、ミニチュア土器、石器がある。4～12の底部は、6
の碧以外は器種が明確でない。垂は1・16～26でいずれも無彩、16の口縁部短く外反し口唇部に縄文

が施される。頸部にはへラ描平行沈線文が1・16に、横の櫛描条線文が17に施文される。18－20の胴

上部から中央部には縦のヘラ刺突列・櫛描波状文・へラ描沈線文が施される。21～25にはへラ描平行
沈線・縄文・へラ描連続山形文・へラの刺突列・櫛歯状工具の刺突列・横櫛描条線文が施文される。
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第28図　Hl1号住居址出土遺物実測図

賓は28～45、28は口縁部短く外反し、口唇部に

縄文、胴部には櫛描斜走文が施される。頸部から
胴部の文様は、33が頚部に横の櫛描条線文胴部に

縦の櫛描条線文と波状文、頚部から胴部まで櫛描

波状文が施文される30がある。37～40は頚部に横
の櫛描条線文胴部に櫛描斜走文が施される。胴部

には櫛描波状文・櫛描波状文と縦の櫛描条線文が

施文される31・32・34・35、櫛描斜達文の41～43

がある。36・46にはヘラの刺突列が加えられる。
45は2孔を持つ突起が2個貼付されている。13は

内外面赤色塗彩の鉢で口縁部内等する。

2・3・10・14はミニチュア土器で、2は外面
と内面の口緑部まで赤色塗彩される。胴上部に稜

を持ち特異な器形である。3は外面へラミガキ、

内面へラナデ、底部はへラケズリされる。14は底

部を除き内外面丁寧にへラミガキされる。

石器は石嫉5点、石錬末製品6点、石錐1点、
横形削器1点、砥石1点、磨石（敲石）1点、他

に石器製作の所産である石核・剥片・細片が出土

した。石核は黒曜石3点、剥片・細片は硬質砂岩

11片黒曜石1307片・輝石安山岩2片、緑色チャー
ト6片が出土した。

・－・・十・・－・．．

調査区域外　　　　　　　可！

1屑　黒褐色土（10YR2／3）

2層　黒褐色土（10YR2／3）　暗褐色土（10YR3／4）褐色（10YR4／6）
の砂ブロック多量。炭・焼土粒子・パミス少量。

3周　褐色士（10YR4／4）　褐色（10YR4／6）の砂多数
4層　暗褐色土（10YR3／4）　褐色土（10YR4／6）の小ブロック多鼠。

第29図　H12号住居址実測図

本址は、土器の特徴から弥生時代中期後半栗林期に比定される。

（12）H12号住居址

本址は、せ・そ－80Grに位置する。H9号住居址を切っている。

形態隅丸長方形で、北壁・南壁2．5m、東壁・西壁3．0m、最深の壁残
高は北壁で23cmを測る。長軸方位はN－80－Eを示す。床は平坦で

あるが軟弱で敲き締められた形跡が窺えない。柱穴・炉・周溝等いっ
0　　　（1こ4）　　10cm

さい認められない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第30図H12号住居址出土遺物実測図

遺物は第30図の外面パケメ調整の土師器碧片を図示した。他に同様の土師器璧片を主とする土師器
小片127片と弥生時代中期後半の土器小片7片、黒曜石の石核2点・剥片2点が出土した。　以上の

遺構と遺物の状況から、本牡の所産時期は、弥生時代中期後半より新しいとしかいえない。

（13）H13号住居址

本祉は、せ・そ－83・84Grに位置する。北西を旧い用水で切られ、全体が圃場整備等で削平を受

－31－



0　　繰票6昔　　09m

1層　暗褐色土（10YR3／4）
2屑　暗褐色土（10YR3／3）
3層　赤褐色土（5YR4／6）　焼土。

4屑　暗褐色土（5YR3／2）　焼土多丑に含む。
5層　暗褐色土（10YR3／3）褐色土（10YR4／4）・黒褐色土（10YR2／3）が

混じる。炭・焼土粒子少昼。
6層　暗褐色土（10YR3／4）褐色（10YR4／6）の砂の小ブロック少起。

7屑　褐色土（10YR4／4）　褐色（10YR4／6）の砂の小ブロック多軋

第31図　H13号住居址実測図および出土遺物実測図

けている。形態は隅丸長方形（方形？）で、西側と南側に周溝がみられた。西壁下から東へ延びる深

さ5－8cmの溝が3本あるが、間仕切り等に関するものであろうか。ピットが2個南壁下にある。P
lは長径52cm短径40cm深さ24cmの楕円形で、土器が多く出土した。P2は円形で径18cm深さ17cmを測

る。炉は住居地ほぼ中央に110cmX70cmの範囲で、H10号住居地と同様に不整形に5cmほど地山が焼

け込んでいた。炉本体は80cmX60cmの楕円形を呈し、最厚3cmの焼土がレンズ状に堆積していた。掘
方は残存部で2～10cm前後を測る。

遺物は土師器聾（1・3－5）、壷72が図示できた。1・3・5がPlから出土した。1は口縁

部外攣気味に外反し口唇部で外に開く。胴上部に最大径を持つ球形の胴部である。外面口縁部ヨコナ

デ後パケメ調整、頚部から胴部はパケメ調整される。内面は口縁部から頚部パケメ調整、胴部はへラ
ナデされる。3は球形胴部の寮で外面パケメ調整。5は外面胴下部から底部全面までパケメ調整され

る。4も外面パケメ調整の嚢。2は内外面粗いミガキがされているが壷であろうか。

本址は、土器の特徴から古墳時代前期後半に比定される。

－32－



第10表　H13号住居址出土遺物観察表

随 種 別 器 種
清　 書 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出土 位 置
口 径（長 ） 底 径 （幅） 器 高 （厚 ） 内　 面 外　 面

1 土 師器 姿 （14 ．0 ） － く8 ．5 ＞ パ ケ 目 ハ ヶ 月 回 転 実ニ Ⅲ区

2 土 師器 窺 （6 ．6 ） ＜3 ．0 ＞ ヘ ラ ミ カキ ヘ ラ ミ カ キ 回 転 実瀕 検 出 面

3 土師 器 窪 － － ヘ ラ ナ デ パ ケ 日 断面 実測 Ⅲ区

4 土師 器 璽 － （5 ．4 ） ＜ 2 ．1 ＞ ヘ ラ ナ デ パ ケ 日 回転 実 弟 Ⅲ区

5 土 師 器 き － 7 ．2 ＜ 1 ．5 ＞ パ ケ 目 パ ケ 日 完 全 実 演 Ⅲ区

第2節　掘立柱建物址

（l）Fl号掘立柱建物址　本址はそ～ちTlOl・102Grに位置する。Hl・H2号住居牡を切ってい
る。南北3間東西1間の計5基のピットが検出された。柱間は東西0．9m南北0．9mである。ピットは

円形を里し、径30cm前後深さはPlが14cmP2が21cmP3が38cmP4が29cmP5が12cmを測る。柱穴

内から弥生時代の土器小片が出土したが混入品とみられる。時期は弥生時代中期後半以降である。

（2）F2号掘立柱建物址　本址はさ・し－55・56Grに位置する。N－78。－Eに長軸方位をとる。
南北2間、東西2間の側柱式の形態である。柱間は東西2．0m南北1．0m・1．1mである。Plは長径
40cm短径26cmの8の字、他は円形で径20－30cmを測る。深さはPlが26cmP2が16cmP3が22cmP4
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；三㍍千・二号；：三幸：
標高669．7m
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（∋
P4

黒褐色土（10YR2／3）

暗褐色土（10YR3／3）
ローム粒了・パミス含む。

F2

1屑　黒褐色土（10YR3／1）

炭化物・にぷい黄橙色土

（10YR6／4）砂を少量含む。

2層　黒褐色土（10YR2／3）

ロームブロック・パミス

含む。

F4

1層　鼎褐色土（10YR2／2）

柱痕。

2層　暗褐色土（10YR3／3）

地山の砂を多く含む。

2m

q5

！六ラ；孝吉jI字；；キ；デ：；；子if．‥・二：・！
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第32図　掘立柱建物址実測図（Fl・F2・F4号）
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が6cmP5が12cmP6が10cmP7が25cmP8が8cmを測

る。出土遺物無く時期不明である。
（3）F3号掘立柱建物址　本址は、け・こ－32・33Gr

に位置する。N－880－Eに長軸方位をとる。南北1間、

東西2間の側柱式の形態である。柱間は、東西2．1m・

2．5m南北3．8mである。ピットは円形で径28～34cm、深
さはPlが16cmP2が14cmP3が20cmP4が11cmP5が

21cmP6が20cmを測る。Pl～P3・P5・P6で径10～

28cmの柱痕が確認できた。出土遺物無く時期不明である。

（4）F4号掘立柱建物址　本址は、け・こ－33Grに位

置する。南北1間東西2間の計5基のピットが検出され
た。南の調査区城外に延びるとみられ全容は不明。柱間

は東西1．6m・1．2m南北0．8m・1．4mである。ピットは
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1屑　黒褐色土（10YR2／2）　柱痕。

2層　黒褐色土（10YR3／2）地山の砂、パミス含む。

3層　黒褐色土（10YR2／2）　シルトブロックを含む。
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1屑　黒褐色土（10YR2／2）　柱痕。

2層　黒褐色士（10YR2／3）黒褐色土（10YR2／2）と黄褐色（10YR5／6）の

ロームブロック含む。

l∴　　　　　　　－－－
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0　　　（1こ80）　　2m

1層　黒褐色土（10YR2／3）　褐色（10YR4／6）の砂ノ」、ブロック・パミス少塁含む。

2層　暗褐色土（10YR3／3）　褐色（10YR4／6）の砂小ブロック多丑に含む。

3屑　褐色土（10YR4／4）　褐色（10YR4／6）の砂小ブロック多量に含む。

第33図　掘立柱建物址実測図（F3・F5・F6号）
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ほぼ円形を里し、径20～34cm前後深さは、Plが20cmP2が18cmP3が18cmP4が19cmP5が21cmを測る。
Pl～P3で径10～28cmの柱痕が確認できた。出土遺物無く時期不明である。

（5）F5号掘立柱建物址　本祉はい・うー6・7Grに位置する。MlOに切られている。南北1間東西

2間の計5基のピットが検出された。調査区域外に延び全容は不明である。柱間は東西1．8m・1．9m南

北3．4mである。ピットは楕円形・円形を皇し、Plが長径46cm短径40cm深さ41cm、P2が径44cm深さ33cm、
P3が長径46cm短径40cm深さ29cm、P4が長径52cm短径38cm深さ38cm、P5が長径52cm短径40cm深さ35cm

を測る。Pl～P5で径12～22cmの柱痕が確認できた。出土遺物無く時期不明である。

（6）F6号掘立柱建物址　本址はせ・そ－87・88Grに位置する。調査区城外に延び全容は不明である。

南北1間東西2間の計5基のピットが検出された。柱間は東西2．3m南北2．4mである。ピットは楕円形・

円形を呈し、Plが長径76cm深さ24cm、P2が径88cm深さ45cm、P3が径48cm深さ37cm、P4が長径46cm
短径40cm深さ31cln、P5が長径48cm短径40cm深さ48cmを測る。柱穴内から弥生時代の土器小片が出土し
たが混入品とみられ、時期は不明である。

第3節　土坑

（l）Dl号土坑　ち－102Grに位置する。深さ41cmで弥生中期後半の土器壷・碧の破片9点が出土した。

（2）D2号土坑　ち－101・102Grに位置する。Hlを切り、Flに切られる、台形で底に浅いピッ

トが2基。弥生中期後半の土器壷・嚢・鉢の破片68点が出土した。第37図10～16、10は内外面無彩の鉢。

（3）D3号土坑　た・ち－99Grに位置する。P24・25・62に切られ、長方形で浅いピット1基。弥
生時代中期の土器賓（第37図17）他に碧・壷の破片6点が出土した。

（4）D4号土坑　ち－99Grに位置する。P29に切られる。底から深さ30cmのピットを有す。

（5）D5号土坑　そ－95Grに位置し、2層は人為的な堆積で弥生時代中期後半の土器が多量に（295
片）出土した。第37図23～49・51の璧・壷・ミニチュア土器、第45図29の石嫉、黒曜石の剥片12点。

（6）D6号土坑　た－93Grに位置する。第37図18～22の璧・壷の他に24点の壷・碧・鉢片、第48図

D17

叫　諏査区域外　　壱I

可I調査区域外　　可

標高672如

0　　　（1・60）

第34図　D13・D17号土坑実測図
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111の台石（輝石安山岩）、黒曜石の石核1・剥片3が出土した。

（7）D7号土坑　そ－93Grに位置する。長方形で覆土は人為的な堆積状況をみせる。弥生時代中期
後半の土器壷・要の破片6点、黒曜石石核1点が出土した。

（8）D8号土坑　そ－94Grに位置し、弥生中期後半土器壷・碧・鉢の破片27点、黒曜石石核1点が出土。

（9）D9号土坑　そ－95Grに位置する。楕円形を呈すると思われる。深さ43cmで出土遺物はない。
（10）Dl0号土坑　し－56Grに位置する。M4に切られる。楕円形で長軸2．92m・深さ25cmを測る。

底に逆茂木が埋め込まれたような小ピットがみられた。出土遺物はない。

（11）D11号土坑　す・せ－76Grに位置する。底に楕円形で深さ20cmのピットがある。出土遺物はない。

（12）Dl2号土坑　せ－91Grに位置する。P53・58を切り、P57に切られる。第37図52～58の弥生時

代中期後半磐・壷・鉢の他に壷・賓・鉢片35点、黒曜石の剥片3点・硬質砂岩の剥片1点が出土した。
（13）Dl3号土坑　す・せ－76Grに位置する。H10号住居址に切られる。長軸2．7m短軸1．4m深さ28

cmのやや不整楕円形を呈する。底から木棺墓の小口穴のような楕円形のピットが4個検出された。規
模は、Plが50×18cm深さ13cm、P2が70×22cln深さ15cm、P3が52×12cm深さ17cm、P4が36×14cm

深さ7cm、P5は円形で径20cm深さ15cmを測る。Pl・P2間は70cm、P3・P4間は50cmを測り、木

棺が置かれたとすれば規模が小さく小児用であろうか。覆土などの科学的分析がされていないので積

袖　D1　歳

くl　　　　　　　くl
標高670，0m

（1・60）　　1．5m

1屑　全体層序第Ⅱ屑

2眉　黒褐色土（10YR2／3）パミス含み、所々に

黒褐色土ブロック、焼土粒子・炭化物粒子

少量含む。

3層　暗褐色土（10YR3／3）ローム粒子・パミスを含む。

D4

1層　全体層序第I屑

2層　黒褐色土（10YR2ノ3）ローム粒子・

パミスを含む。（P29の覆土）

3層　黒褐色土（10YR3／2）ローム粒子多量

パミスを含む。

A

‾：、∴∴了・．∵：・二十．二一
標高669．7m
（160）

1周　黒褐色土（10YR2／2）壌土・炭化物粒子

パミス・ロームブロック含む。

2層　黒色土（10YR2／1）パミス・ロームわず

濾
て丁子㌻ニー．二二，三・二て：・…：・；・．‘…：

標高669．9m
（1．60）

1層　黒褐色土（10YR2／2）炭・にぷい黄褐色土

（10YR4／3）の小ブロック少畳。

2層　黒褐色土（10YR3／2）にぷい黄褐色（10YR4／3）の

砂ブロック多量に含む。

P62

陽昭
0　　繋6慧i9m1，．5m

1層　黒褐色土（10YR2／3）焼土・炭化物

粒子少量、ローム・パミス含む。

2層　暗褐色土（10YR3／4）ローム粒子を

多量に、パミス含む。

簡
叫

額轟670．0m

∵
ご
二
十
、
∴
ニ

0　　（1ニ60）　1・．5m

1屑　黒褐色土（7．5YR3／2）パミス・炭化物を

少量含む。

2屑　極暗褐色土（7．5YR2／3）しまっている。

パミス・褐色土（10YR4／6）の小ブロック
少尭含む。

3層　灰褐色土（75YR4／2）褐色（10YR4／6）の

砂多血に含む。

第35図　土坑実測図（Dl・D2・D3・D4・D5・D6号）

－36－



、二＿「∴
A’

「享rlr了
標高670．1d
（160）

1層　黒褐色土（10YR3／2）極暗褐色土（7．5YR2／3）の

ブロック・パミス多量、炭化物を少塁含む。

（人為的埋土）

1眉　暗褐色土（10YR3／3）砂質土。小礫・
パミス多量。

2層　黒褐色土（10YR2／2）パミス少量。
3層　黒褐色土（10YR3／2）地山の砂多虫。

4屑　暗褐色士（10YR3／4）地山の砂多鼠

標高670．OIn
（1．60） 1，5m

1層　黒褐色土（10YR2／2）　褐色（10YR4／6）の砂の

′」、ブロック少量。D5の1層に似る。

2屑　暗褐色土（7．5YR3／3）黒褐色土（10YR2／2）の

小ブロック少量。

一
㍉

Dl1

1屑　黒褐色土（10YR2／3）

パミス・ローム粒子僅か
に含む。

2屑　鼎褐色土（10YR2／2）
バミス含む。

3屑　暗褐色土（10YR3／4）
ローム粒子・パミスを多

故に含む。

調査区域外

A’

皇　　　　　　　　　旦’

毎l勇
1屑　黒褐色土（10YR2／3）

2屑　暗褐色土（10YR3／4）砂の

′」、ブロック多量。

D12

1層　暗褐色土（10YR3／3）

炭・パミス小量。
2屑　暗褐色士（10YR3／4）

砂ブロック・パミス多数。
3屑　褐色土（10YR4／4）

砂ブロックが主。パミス小鼠。
4層　黒褐色土（10YR2／3）

砂ブロック・パミス少量。
5層　にぷい黄褐色土（10YR5／4）

砂が主。

ニ　ー∴二
A　　　旦’

‾「．7－ア丁‾7－：
標高673．加

0　　　　（1ニ60）

1屑　黒褐色士（10YR2／2）
砂・小磯・炭化物粒子を含む。

くl　　　　くl

標識673．0m
（160）

1層　黒褐色土（10YR3／1）
2層　黒褐色土（10YR2／2）

砂・小磯・炭化物粒子を含む。

1屑　黒褐色土（10YR2／2）粘性あり。

パミス僅かに含む。

2屑　黒褐色土（10YR2／2）粘性あり。

ローム粒子僅かに含む。

3層　黒褐色土（10YR2／3）ローム粒子

多丑に含む。

4層　黒褐色土（10YR2／2）ローム粒子含む。

第36図　土坑実測図（D7・D8・D9・DlO・Dll・D12・D14・D15・D16号）
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第11表　土坑出土遺物観察表

lb 種 別 器 種
法　 皇 成　 形 ・調　 整 ・文　 枝

備　 考 出土 位 置
口径 （長 ） 底 径 （崎 ） 器 高 （厚 ） 内　 面 外　 面

1 弥 生 Eヱ （9 ．6 ） － く 1 5 ．1＞ 胴 部 パケ 日 、口辺 吉βへ ラミ ガ キ
口唇 那 縄 文 →指 頭 押 捺 、 口辺 部 パ ケ 目→ ヘ ラ ミガ 辛 、頚 部 パ ケ 員→ ヘ ラ

描 平行 沈 線 文 （2 本 ）、 桟 橋 搭乗 緑 文 （6 本 ）、胴 部 パ ケ 日 → ヘ ラ三 方 キ
完 全 実 測 Jl

2 弥 生 ニEE － － く 1 2 ．1＞ パ ケ 日 パ ケ 目 → ヘ ラ ミ ガキ 、 ヘ ラ 描 平 行 沈 線文 （4 本 ） 回 転 実 測 D 1 3 ・底 面直 上

3 弥 生 Eヱ 5 ．6 ＜7 ．4 ＞ パ ケ 日 ヘ ラ 描平 行 沈線 文 （2 本 ）、 ヘ ラ ミ ガキ 完 全 実 測 D 1 3 ・フ ク 土

4 弥 生 匪 く9 ．9 ＞ ハ ヶ 月→ ヘ ラ ミ ガ キ 桶 描 波状 文 （6 本 ）、 縦 櫛 描 集 線 文 （6 本 ） 回 転 実 測 D 1 3 ・フ ク 土

5 弥 生 匪 8 ．4 く3 ．1＞ － ヘ ラ ミ ガ キ 完 全 実 測 JJ

6 弥 生 蛮 （5 ．1） く2 ．5 ＞ ヘ ラ ミガ キ パ ケ 目 → ヘ ラ 三 ガ キ 回 転 実 測 11

10 弥 生 鉢 － ＜4 ．5 ＞ ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ カキ 破 片 実 測 D 2 、 H 2

2 3 弥 生 蛮 － （5 ．9 ） ＜3 ．8 ＞ ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガキ 回 転 実 測 D 5 1 フ ク 土

2 4 弥 生 ミ ニ チ ュ ア － （3 ＿5 ） ＜ 1＿0 ＞ パ ケ 日 回 転 実 測 11

2 6 弥 生 EE （8 ．2 ） ＜1 フ ＞ － ヘ ラ ミ ガキ 回 転実 測 11

2 7 弥 生 匙 （5 ．9 ） く5 ．7 ＞ ヘ ラ ミ ガ キ→ 赤 色 塗 彩 ヘ ラミ ガ キ → 赤 色 塗 彩 回 転実 測 11

5 2 弥生 蛮 （6 フ ） く4 ．1 ＞ ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガキ 回 転実 測 D 1 2 ・フ ク 土

5 3 弥生 蛮 － （7 ．9 ） ＜3 フ ＞ ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミカ キ 回 転実 測 1ノ

5 4 弥生 鉢 － ヘ ラ ミ ガ キ→ 赤 色 塗 彩 へ ラ ミ ガ キ → 赤 色 塗彩 破 片実 測 1ノ

奉＿＿＿害悪芸垂軍票
誓‾ll碧毒竿二義二義撃
墜　竜藤‥胃吏　意ざ　謳駄喪章、盤

53け12

廊由痴鏑蝕

田現4靡曙・，12
1ココ2　　0　　　（14）

蔓薗57
轡56，，12．’1

10cm

第37図　土坑出土遺物実測図（D2・D3・D5・D6・D8・D12号）

極的には言及できないが。遺物は第34図1－9の弥生時代中期後半の壷・聾と95点の壷・碧・鉢の破
片、第45図30・31の石嫉（黒曜石）があり、大半は第2層から出土した。

（14）D14号土坑　うー8Grに位置する。ほぼ円形で深さ26cmを測る。弥生時代中期後半の土器片2

点、輝石安山岩の打製石斧1点、黒色緻密安山岩の石核1点が出土した。

（15）Dl5号土抗　い－5Grに位置する。円形で南北78cm東西72cm深さ15cmを測る。出土遺物はない。

（16）Dl6号土坑　うー7Grに位置する。不整形で深さ56cm、覆土に炭化粒子含み底に煤けた安山岩
礫2個が出土した。土器等の遺物は無い。

（17）Dl7号土抗　え－11Grに位置する。Mllに切られる。深さ17cm、出土遺物は無かった。

第4節　溝状遺構

（1）Ml号　ち－10卜

斜する自然流路である。
賓・鉢87点が出土した。

（2）M2号　た－98・

102Grに位置する。Hlを切る。覆土に砂やシルトを含む東から西へ緩く傾
付近の住居址からの混入品弥生時代中期後半の土製円盤（第41図1）意・

99Grに位置する。P17・P18・P21・P22に切られる。人為的な溝であり区画
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第12表　土坑計測表

遥構名 検 出 位 置 平 面 形 長 軸 短 軸 深 さ 備　　　 考 遇構名 検 出 位 置 平 面 形 長軸 短 軸 深 さ 備　　　 考

D l ち 1 0 2 円 形 ？ （1 12 ） （3 4 ） 4 1 D l O し －5 6 楕 円 形 2 9 2 （1 3 0 ） 5 3 M 4 に 切 られ る 。

D 2 た－10 ト 10 2 台 形 1 8 0 12 6 ・90 1 7
F l に 切 ら れ 、 H lを 切 る 。 弥 生 中 期 土 器 5 5

片 、 剥片 4 D 1 2 せ －9 1 長 方 形 （1 7 0 ） 1 0 0 3 2
P 5 3 ・P 5 8 を 切 り 、 P 5 7 に 切 られ る 。

弥 生 中 期 土 器4 2 片 、 剥 片 4

D 3 た ・ち －9 9 台 形 1 6 0 100 ・80 12 P 2 4 ・2 5 ・6 2 に切 られ る 。弥 生 中 期土 器 6 片 D 1 1 さ －4 8 長 方 形 1 8 0 1 2 0 6 0

D 4 ち －9 9 楕 円 形 1 0 6 （4 6 ） 2 6 P 2 9 に 切 ら れる 。
D 1 3 す ・せ －7 6 楕 円 形 2 7 0 1 4 0 2 8

H l O に切 られ る 。 木 棺 墓 ？

弥 生 中 期 土 器 1 0 4 片 、石 鍍 2 、 剥 片 1 8D 5 そ－9 5 円 形 1 5 0 1 4 4 3 9 弥生 中朝 土 器 2 9 5 片 、 石 窺 1 、 剥 片 1 2

D 6 た－9 3 楕 円 形 1 3 6 6 4 2 4 弥 生 中 期 土器 2 9 片 、台 石 1 、 石核 1 、 剥片 3 D 1 4 うー8 円 形 14 0 1 2 0 2 6 弥 生 中 期 土器 2 片 、 打 斧 「、石 核 1

D 7 そ －9 3 長 円 形 19 0 1 6 6 4 0 弥 生 中 期 土 器 6 片 、石 核 1 D 1 5 い け5 円 形 7 8 7 2 1 5

D B そ －9 4 方 形 7 4 7 0 4 0 弥 生 中 期 土 器 2 7 片 、 石 核 1 D 1 6 うー7 不 整形 9 0 9 0 5 6

D 9 そ －9 5 楕 円形 1 1 2 （7 0 ） 4 3 D 1 7 え 一1 1 円形 ？ 1 4 0 （1 0 4 ） 1 7 M 1 1 に 切 ら れ る。

1屑　全体屑序の第I a層

2層　全体屈序の第I b層

3眉　暗褐色土（10YR3／3）所々に砂をを含んだシルト賢土。

4層　黒褐色土（10YR2／3）所々に砂をを含み、パミス・ローム粒子を含む。

5層　全体層序の第Ⅴ屑

2　　　4　7　　　5　6 M4

叫

標高6699n

l層　暗槻色土（10YR3ノ3）

パミス・ローム粒子を多く含む。
M4

1層　全体層序の第I a屑

2層　全体層序の第I b層

3屑　暗褐色土（10YR3／3）砂質士。小破少丑。砂層

をベルト状に含む。

4層　暗褐色土（10YR3／4）小磯と砂が－i三。

5屑　黒褐色士（10YR2／3）粘質上。

6屑　暗褐色上（10YR3／4）砂が主。

7層　にぷい赤褐色士（5Yl～4／3）砂が主。

8屑　暗褐色土（7．5YR3／3）粘質土と小破・砂が半々。

調査区域外

第38図　滴状遺構実測図（Ml・M2・M4）

を目的としたものであろうか。幅0．46～0．64m、東西長5m、深さ4～8cm、出土遺物はない。

（3）M3号　さ・し－53Grに位置する。M4を切る。地形の傾斜に沿って南北に延びる。幅0．4～
0．64m、深さ14－18cm覆土に小円礫を含み自然流路である。出土遺物はない。

（4）M4号　さ・し－52～57Grに位置し、M3に切られ、DlOに切られる。地形の傾斜に沿い北東か

ら南西に延びる。覆土に小円礫・砂を含み自然流路である。弥生時代中期後半土器1点・土師器20点・

須恵器杯4点の破片、第48図110の凹石（黒色多孔質安山岩）・113の凹石（溶結凝灰岩）が出土した。
（5）M5号　か－19Grに位置し、M6を切る。幅0．54～0．64m深さ6～19cm、出土遺物はない。

（6）M6号　あ～か－1～21Grに位置し、M12・P122を切り、M5・M7・M9に切られる。幅

1．4－4m深さ20～92cm、覆土に円礫・シルト・砂・砂礫を含み、自然流路である。西に傾斜し東
端と西端の比高は80cmを測る。弥生時代中期後半土器10点・土師器31点・須恵器9点の破片、第47図

88・90・91の打製石斧、87の打製石斧末製品、黒曜石石核7点・剥片13点が出土した。

（7）M7号　え・お－8－11Grに位置し、M6・Mll・M12を切る。幅0．46－0．7m深さは浅く1

－20cm、東から西へ流れる自然流路である。第47図92の打製石斧（輝石安山岩）が出土した。
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1層　黒色土（10YRl．7／1）　僅かに′」、礫・パミス含む。

2層　黒褐色土（10YR2／3）　シルト質土多畳に含む。

3層　灰黄褐色土（10YR6／2）シルト質土。（弥生土器片出土）

4層　にぷい黄栂色土（10YR5／4）砂礫屑。

5届　黒褐色土（10YR2／3）　パミス・シJレト質土含む。

6層　褐色土（10YR4／4）　　ローム粒子・パミス多量に含む。

7屑　黒褐色土（10YR2／2）　ロームブロック・パミスを多量に含む。

8屑　にぷい黄褐色土（10YR4／3）ロームが主。僅かに黒色土含む。

9屑　黒褐色土（10YR2／2）　僅かにローム粒子・パミス含む。

M6

D　　　　　　　旦

‾．宰二手圭

標高673鋤

断面図　（1．80）　2m
0　　平面図

（8）M8号　そ・た－92Grに位置する。幅0．74～0．94m深さ20cm前後、流水の痕跡無く人工溝址で
ある。土師器6点・弥生中期土器3点の破片、黒曜石の剥片1点出土した。

（9）M9号　あ・い－1～4Grに位置する。M6を切る。幅0．34～1．02m深さ5～20cm、覆土にシ

ルト含み自然流路である。土師器破片1点出土した。

（10）Ml0号　あ・い－1～4Grに位置し、F5を切る。断面「U」字状で幅1m前後深さ2～30cm、
底は東から西に低くなる。流水の痕跡はない。弥生中期土器2点の破片が出土した。
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M5　A調査区域外A－

1層　黒褐色土（10YR2／3）

パミス・小礫含む。

2眉　黒褐色土（10YR3／2）

1cm大のパミス多墓に

ローム粒子含む。

1層　全体層序の第I a屑
2層　全体層序の第I b層

3層　黒褐色士（7，5YR2／2）小礫少丑。
パミス多盛。
4屑　黒褐色土（7．5YR2／2）砂・小円礫

・パミス少量含む。
5屑　褐色土（10YR4／4）褐色の他山の

砂多重。小円礫少丑。
6屑　全体屑序の第Ⅴ屑

8

M
4
月
下
l
T

1屑　黒褐色土（10YR2／2）
パミス・他山の砂を含む。

2屑　暗褐色土（10YR3／4）
パミス・地山の砂多址。
3屑　褐色土（10YR4／6）

地山の砂が主。　　　　　M11

標砧672加

為，
1層　黒褐色士（10YR2／3）小礫
多く含む。
2層　黒褐色土（10YR2／2）シルト

質士に小磯含む。
3層　褐色土（10YR4／6）　砂屑。

困‾威

標高673．1m

断面図　（1こBO）2m

O　　　平面欄　（1160）4m

1層　黒褐色土（10YR3／2）シルト質土多量に含む。
2層　褐色土（10YR4／4）　砂礫層。

3層　黒褐色土（10YR2／3）
4層　褐色土（10YR4／4）　砂礫層。

5層　黒褐色土（10YR2／3）細かい砂が主。
6屑　黒褐色土（10YR2／2）小磯・地山の砂・ローム粒子・パミス含む。

第40図　溝状遺構実測図（M3・M5・M7・M8・M9・MlO・Mll・M12号）

（1りM11号　お－11Grに位置し、D17を切りM7に切られる。覆土に円礫・シルト・砂を含み、自
然流路である。西に傾斜し深さ30cmを測る。出土遺物ない。

（12）Ml2号　え－7～10Grに位置し、M6・M7・P122・P125に切られる。覆土に円礫・シルト・

砂礫を含み、自然流路である。弥生時代中期土器・土師器の破片7点、打製石斧（輝石安山岩）1点、
黒曜石石核1点が出土した。
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第13表　溝状遺構出土遺物観察表

仙1 種 別 器種
法　 量 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出 土 位 置
口径 （長） 底 径 （幅 ） 器蒜 （厚 ） 内　 面 外　 面

1 弥 生 土 製 円盤 － 赤色 塗 彩 赤 色 塗 影　 鉢 また は 高 塀 を 加 工 完 全 実測 M l

2 土 師 器 竪 － 9 ．0 く2 ．3 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラ ミ ガ キ 完 全実 測 M 6

3 須 恵 器 土不 1 0 ．3 6 フ 3 ．6 ロ ク ロ ナ デ E ク ロ ナ デ 完 全実 測 M 6

4 須 恵 器 高 台 何 杯 （1 3 ．0 ） （9 ．0 ） 3 ．8 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナデ → 底 部 回 転 へ ラキ リ→ 高 台 日占付 回 転実 測 M 6

5 須 恵 器 高 台 何 杯 （6 ．6 ） ＜5 ．0 ＞ ロ ク ロナ デ 、 火 裡 ロ ク ロナ デ → 高 台 貼 付 繋 転実 測 M 6

6 土 師 器 I不 1 6 ．0 6 ．8 5 7 ヘ ラ ミ ガキ → 黒 色 処 理 ロ クロ ナ デ → 底 郡へ ラ ケズ リ 完 全実 測 M 6

7 土 師 器 I不 （1 4 ，4 ） （7 ．1 ） 4 ．2 ヘ ラ ミ ガキ → 黒 色 処 理 ロ ク ロナ デ → 底 那 外周 へ ラ ケ ズ リ→ 底 部 回 転へ ラ キ リ 回 転実 測 M 6

8 土 師 器 土不 （1 4 ，8 ） 6 ．7 5 ，1 ヘ ラ ミガ キ ▼→黒 色 処理 ロ ク ロ ナ デ→ 底 部 外 周 へ ラ ケ ズ リ→ 底 部 回 転 へ ラ キ リ　 墨 書 「左 」 回 転実 測 M 6

⊂二二二二⊃1

0　　　（1こ2）　　　5C皿 0　　　（1こ4）　　10cm

第41図　溝状遇構出土遺物実測図

第6節　ピット

本遺跡からは132個のピットが検出された。これらピットは、く～こ－32－34GrのF3・F4の周

辺、そ・た－91・92GrのH6・M8間、そ～ち－99～102GrのHl・M2間に集中している。その検

出位置は不規則で建物等を推測できなかった。P4・P6・P9・P13・P19・P23・P37・P39・P40
から弥生時代中期の土器破片が、P60から黒曜石の剥片1点が出土した。

第42図　ピット群実測図

第7節　遺構外出土遺物

遺構外の検出面から弥生時代中期後半の土器破片が
多く出土した。第43図1は、内外面赤色塗彩の鉢、2は

壷で口唇部に縄文・口縁部内面に縄文が施文される。

無彩である。

一42－

0　　　（1こ4）　　10cm

第43図　遺構外出土遺物実測図
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第14表　ピット計測表（1）

番 号 位置 ′ 、・ －．ノー芳
痍 痺 工（甲 ）・

備　 考・平面 形 ．長径 ・＿．．．．短琴
：ノ
架さ

1 ち 10 1 円形 3 4 3 0 1 2

2 ち 10 0 楕円 形 7 0 4 2 9

3 ち 10 0 円形 2 2 2 0 1 0

4 た 10 0 円 形 2 4 2 4 8 弥 生土 器 片

5 た 10 0 円 形 2 2 2 2 9

6 た 10 0 円 形 3 0 2 6 3 1 弥 生土 器片

7 た 10 0 円 形 3 4 3 4 7

8 た 10 0 円 形 3 6 3 4 3 0

9 そ 10 1 円 形 4 4 4 0 2 0 弥生 土 器片

1 0 ち 1 0 0 8 の 字形 9 8 6 0 2 8 柱 痕

1 1 ち 1 0 0 円 形 3 2 3 0 2 5 柱 痕

12 ち 1 0 0 楕 円形 4 8 4 0 2 4

1 3 た 1 0 0 円形 3 2 2 8 3 2 弥 生 土器 片

14 た 1 0 0 楕 円形 5 6 4 0 3 8

1 5 た 10 0 円形 34 3 4 1 9

1 6 た 10 0 円形 3 2 3 0 3 2

1 7 た　 9 8 円形 4 0 3 6 2 0

1 8 た　 9 9 楕円 形 5 4 3 4 2 6

1 9 ち 10 0 楕 円 形 6 4 4 8 1 4 弥 生土 器 片

2 0 た 10 0 円 形 7 0 5 6 3 3

2 1 た　 9 9 円 形 2 8 2 8 3 3

2 2 た　 9 9 円 形 4 0 3 6 3 1

2 3 そ 10 0 楕 円 形 9 6 5 0 2 6 弥 生土 器 片

2 4 た　 9 9 円 形 3 2 2 4 1 9

2 5 た　 9 9 円 形 3 6 3 2 2 5

2 6 た　 9 9 楕 円形 4 2 3 0 2 0

2 7 た　 9 9 円 形 3 6 3 2 2 4

2 8 た　 9 9 円形 3 0 2 6 1 4

2 9 ち　 9 9 楕 円形 1 0 6 （4 6 ） 2 8

3 0 た　 9 9 円形 3 2 3 0 4 0

3 1 た　 9 9 円形 3 2 3 0 2 9

3 2 た　 9 9 円形 2 4 2 4 1 5

3 3 た 10 0 8 の 字形 4 8 2 8 2 9

3 4 そ 10 0 円形 3 0 3 0 2 4

3 5 た　 9 9 円形 3 0 3 0 3 1

3 6 そ　 9 9 円 形 3 0 2 8 2 2

3 7 そ　 9 2 8 の字 形 7 0 5 0 9 2 弥 生土 器 片

3 8 そ　 9 3 楕 円 形 8 0 4 4 2 2

3 9 た　 9 3 円 形 4 8 4 8 2 8 弥 生土 器 片

4 0 そ　 8 9 円 形 2 0 2 0 － 弥 生土 器 片

4 1 そ　 9 2 円 形 3 2 3 2 1 6

4 2 せ　 9 2 円 形 3 0 3 0 1 6

4 3 そ　 9 2 円 形 3 0 3 0 2 3 柱 痕

4 4 た　 9 1 円 形 3 6 3 2 2 5 柱 痕

4 5 そ　 9 1 円 形 4 0 4 0 1 8

4 6 そ　 9 1 円形 3 0 2 6 1 5

4 7 そ　 9 1 円形 2 0 （1 6 ） 1 5

∴ ①

あ9与　　　P127

第44図　ピット群実測図

4 8 そ　 9 1 楕 円形 6 0 3 0 10

4 9 そ　 9 1 楕円 形 3 6 2 4 9

5 0 そ　 9 2 円形 3 0 3 0 4 1

5 1 せ　 9 1 円形 3 0 3 0 2 1

5 2 そ　 9 1 円形 2 0 2 0 2 1

5 3 せ　 9 1 円形 ？ 2 6 （12 ） 1 2

5 4 そ　 9 1 楕 円 形 2 8 18 1 4

5 5 そ　 9 1 円 形 3 2 2 8 1 9

5 6 そ　 9 1 円 形 ？ 2 6 （2 0 ） 1 9

ー43－

57 そ　 9 1 不整形 42 28 19

58 せ　 9 1 円形？ （40 ） （12 ） 20

59 せ　 9 1 円形 26 26 18

60 そ　 92 円形 46 44 26

6 1 せ　 9 1 楕円形 26 20 23

62 ち　 99 楕円形 26 20 17
63 欠番

64 せ　 77 楕円形 28 （20） 20 P6 5と重複



第15表　ピット計測表（2）

番号 位 置 平 面形 長径 短径 深さ 備　 考

6 6 せ 7 6 楕 円形 5 4 5 0 4 8

6 7 せ 7 6 楕 円形 6 8 4 0 4 8

6 8 せ 7 5 楕 円形 4 4 3 4 4 7

6 9 す 7 5 円 形 2 8 2 8 3 4

7 0 す 7 5 楕 円形 6 0 4 4 2 4

7 1 す7 5 楕 円形 5 4 3 6 5

7 2 す7 5 円 形 3 8 3 8 1 8

7 3 す7 5 円形 4 4 4 2 2 6

7 4 さ5 6 楕 円形 5 0 3 2 1 8

7 5 さ5 7 円形 2 8 2 6 3 0

7 6 し5 7 円形 6 6 6 6 1 0

7 7 さ5 4 円形 3 0 2 6 3 7

7 8 し5 3 円形 2 8 2 8 2 4

7 9 さ5 2 円形 2 4 2 4 2 0

8 0 さ4 8 円形 2 4 2 2 6

8 1 こ8 1 円形 18 1 8 2 3

8 2 さ4 8 円形 3 0 2 8 1 5

8 3 こ4 8 楕 円形 3 8 3 0 2 3

8 4 さ4 5 円形 2 8 2 4 7

8 5 さ4 5 円形 2 6 2 6 2 1

8 6 さ 4 5 円形 16 1 6 1 2

8 7 し5 6 円形 2 0 2 0 9

8 8 こ4 1 円形 2 6 2 2 4 0

8 9 こ4 0 円形 2 0 2 0 1 2

番号 位 置 平面 由 長径 短径 深さ 備　 考

9 0 こ3 8 方形 6 4 4 4 4 1

9 1 こ3 8 楕 円形 6 0 3 2 2 7

9 2 こ3 7 円形 2 0 1 8 4

9 3 け3 7 円形 2 0 2 0 1 1

9 4 け3 6 円形 3 0 3 0 1 6

9 5 し4 9 円形 16 1 4 9

9 6 こ3 2 円形 2 2 2 0 1 1

9 7 け3 2 円形 2 0 2 0 6

9 8 け3 2 円形 2 0 2 0 1 2

9 9 け3 2 円 形 2 4 2 2 1 0

1 0 0 け3 2 円 形 2 0 2 0 4

1 0 1 く3 3 円 形 3 0 2 8 1 6

1 0 2 け3 3 円 形 2 4 2 4 1 5

1 0 3 け3 3 円 形 16 1 6 8

1 0 4 け3 3 円 形 2 0 2 0 1 4

1 0 5 け 3 4 円 形 16 1 6 1 0

1 0 6 け 3 4 円 形 16 1 6 1 1

1 0 7 け 3 3 円 形 2 0 2 0 9

1 0 8 欠番 F 4 の P 5 へ

1 0 9 欠番 F 4 の P 4 へ

1 10 け 3 4 円 形 2 0 1 8 9

1 1 1 く2 1 楕 円形 （4 0 ） 2 8 2 4

1 1 2 く2 1 8 の 字 形 6 0 4 0 1 5

1 1 3 く2 1 楕 円形 3 0 2 0 3 1

第8節　寄域遺跡出丑の石器

寄塚遺跡から多量の石器や石核e剥片e細片が出土した。

そのほとんどは、弥生時代中期後半の栗林期の竪穴住居址

からの出土である。多くの石器は、覆土掘り下げ途上や床
面で確認できた。剥片や細片も覆土中に多数目視できたた

め、掘り上げた覆土から2mm眼の節いで抽出した。

石器の器種は、石嫉。石錐。使用痕剥片。石斧。磨石e

砥石e削器e台石。凹石があり、石鉢が大半を占める。石
器は、馬場伸一郎（2000．6『下信濃石遺跡』佐久市教育委

員会91－99貢）の器種分類e形態分類等を踏襲基準とした。

各石器の石材は、石嫉。石錐。小形剥片石器は主に黒曜
石が使用され、他に数は少ないが緑色チャート。チャー

トe黒色緻密安山岩。蛇紋岩がある。打製石斧。打製石斧

末製品は、輝石安山岩が主に用いられ他に硬質砂岩e石英
安山岩がある。磨梨石斧は石英閃緑岩〇線簾片岩が、削器

は黒色緻密安山岩と輝石安山岩が、砥石は砂岩。安山岩が

番 号 位置 平 面 形 長径 短径 深 さ 備　 考

1 14 く2 1 円 形 3 0 2 6 4 3

1 1 5 く2 2 円 形 3 2 3 2 2 3

1 1 6 く2 2 円 形 3 4 3 2 1 7

1 1 7 き 2 0 楕 円形 5 4 3 0 2 5

1 1 8 き 2 0 楕 円形 3 2 2 4 2 1

1 1 9 く2 2 楕 円形 4 0 2 4 9

1 2 0 く2 2 楕 円形 3 0 2 0 12

1 2 1 く2 2 円形 2 8 2 6 2 0

1 2 2 え 8 楕 円形 9 6 6 8 1 1

1 2 3 う7 楕 円形 5 8 4 0 8

1 2 4 う7 楕 円形 1 10 4 8 1 5

1 2 5 え 9 8 の 字形 1 0 6 6 8 9

1 2 6 え 8 円形 3 4 3 4 1 1

1 2 7 い 5 円形 4 2 3 6 2 5

1 2 8 き 1 9 楕 円形 3 6 （2 0 ） 17

1 2 9 き 1 9 楕 円形 3 4 （14 ） 2 4

1 3 0 き 1 9 円形 2 4 2 2 1 3

1 3 1 き2 0 楕 円形 5 6 4 0 3 2

1 3 2 う 7 楕 円形 1 2 0 2 8 1 0

1 3 3 う 7 不整 形 6 0 4 6 5

1 3 4 う 8 楕 円形 5 0 2 8 3 5

1 3 5 （ナ3 6 方形 2 4 2 2 1 1

第16表　寄塚遺跡遺構別出土石器一覧表

遺構名

石　 鍍 石 錐 打製石斧 石核瀾石 剥片・細片
轟 食

料 苧

石 凹有
茎
鍛

Iそ
束

製
石

・錐

．石

・錐
未′
I石
斧

未 黒
曜

そ
里
そ

の
他 詰IJ

の
他
越

石

の
他
I石
材 ‥

由り苧

護 摩
右
′嘩
品 ．製

品

芸 石 石
材

H l 2 1 3 － － － 1 7 1 5 5 18 5

H 2 3 － 2 － 2 1 1 8 － 8 1 9 3

H 3 1 － － － － － － 5 － － － 2

H 4 3 1 － － 1 － 1 5 － 13 5 15 4

H 5 1 － 2 － － － 1 5 － 2 5 5 2

H 6 1 1 6 － 1 － － 2 0 － 1 ，1 6 6 6 1

H 7 5 2 5 2 － 1 －
19 1 7 0 7 12 2

H 8 2 － － － － － － 2 － 10 1 －

H 9 － － 1 － － － － 2 － 19 0 － －
H lO 1 － 2 － － － － － － 7 2 1 2

H l l 3 － 8 － － － － 3 － 1 ，3 0 7 2 0 4

H 12 － － － － － － － 2 － 2 － －
H 13 － － － － － － － － － － － －

D 5 1 － － － － － － － － 12 －

D 6 － － － － － － － 1 － 3 － 1

D 13 1 1 － － － － － － － 18 － －

D 14 － － － － － 1 － － 1 － － －
M 4
－ － － － － － － － － － －

2

M 6 － － － － － 3 1 7 － 13 － －

M 7 － － － － － 1 － － － － － －
M 12 － － － － － 1 － 1 － － － －

Gr・表採 1 1 1 － － － － 1 － 1 1 1 －

使われている。磨石や台石には主として輝石安山岩が、凹
石には使用面がより粗い黒色多孔質安山岩や溶結凝灰岩が用いられている。

弥生時代中期後半のHl～H9。Hl1号住居址内から、石核e原石が77点

2点）、剥片。細片が3，762点（黒曜石3，676点、硬質砂岩65点、緑色チャー

土した。これらの出土状態の原位置を把握できなかったため詳細は不明であ
や剥片。細片の出土は、竪穴住居址内外で石器製作の場の存在を想定できよ

石鍍およびその末製品（第45図〇第46図）

石鉱は有茎鉢が27点（第45図2。4－12。14。16～30e32）、凹基錐2点

明2点（3。13）、石錐断片2点（第46図52e53）、磨製石嫉1点（第45図1
で有茎錐の末製品か平基錐の可能性のあるもの4点（第45図37。第46図62。

（黒曜石75点、硬質砂岩

ト8点、その他13点）出
るが、多くの石器末製品

う。

（第45図15e31）、形態不
）である。未製品は30点

65。68）、有茎錨の末製

品（第45図39。第46図51。61）、形態不明の末製品（第45図40－42。第46図43～50。54～60e63e

64e66e67。70）がある。

石材は1が緑色チャート、7が黒色緻密安山岩、15がチャート、それ以外はすべて黒曜石である。

有茎鉢の嫉身形態は、二等辺三角形状のものが（2。4・10－12e20－27・29・30）14点でもっと
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も多く、丸みを帯びるものが（5・7・14）3点、丸みを帯び先端がとがるものが（18・19・28）3
点、縄文晩期に顕著とされる逆刺部の張り出しが下方に発達する名残りとみられるものが（6・8・

16・17・26）5点ある。茎部の形態は未製品も含めて、茎の両側が平らなa型（7・20・23・25・

29・30）、茎の両側が大きく穿たれ逆刺部が発達するb型（5・6・8－12・14・16～19・21・22・

27－29・32・51）、嫉身両端と茎先端が概ね三角形状のものC型（4・24）があり、b型が19点で圧
倒的に多い。有茎鉾の製作工程でまず三角形や台形状の末製品を作り、茎の相当する部分の両側を大

きく穿ち、茎部を作り出す方法が指摘されている。（馬場2006）茎部b型の19点には茎部両脇に、大

きな剥離面がみられる。また、三角形や台形状の37・43・45～49・55・56・59・60・62・63・65・68
は、まさに、茎部を作り出す直前の資料であろうか。なお、37・65・68は平基錐とも考えられる。

石錐およびその未製品（第45図・第46図）

石錐およびその末製品は、34・38・69・71～73で、いずれも石材は黒曜石である。38・69は先端が

－48－



第17表　寄塚遺跡出土石器観察表

N o．
出 土

位 置
器 種 石 材

長 さ

mm

幅

mm

厚 さ

mm

重 量

g
状 態 備 考 N o．

出 土

位 置
器 種 石 材

長 さ

m m

幅

m m

厚 さ

m 汀l

重 量

g
状 態 備 考

1 H l O 麿 製 石 範矢
緑 色

チ ヤトー ト
2 1 ．0 1 8 ．0 2 ．0 1 ．2 先端 欠 損

6 2 H l l 石 鍛 末 製 品 黒 曜 石 1 9 ．0 1 4 ．5 4 ．0 1 ．1 茎 を作 り出 す 一 段 階 前

6 3 H l l 石 顕 未 製 品 黒 曜 石 1 5 ．5 1 7 ．0 5 ．0 1 ．0 茎 を作 り出 す 一 段 階 前

2 H l 有 茎 鋪矢 黒 曜 石 1 9 ．0 1 2 ．5 3 ．0 0 ．5 茎 部 C 6 4 H 1 1 石 鈷 末 製 品 黒 曜石 1 5 ．0 1 0 ．0 4 ．5 0 ．7

3 H l 石 基族 黒 曜 石 2 5 ．0 1 4 ．0 7 ．0 1 ．8 基 部 欠 損
6 5 H l l 石 基族末 製 品 黒 曜 石 15 ．5 1 0 ．0 3 ．0 0 ．3

茎 を 作 り出 す 一 段 階 前 平

基 鋲 の 可 能 性 あ り4 H l 有 茎毒族 黒 曜 石 2 0 ．0 14 ．0 5 ．0 0 ．9 茎 部 C

5 H l 有 茎鍍 黒 曜 石 2 2 ．0 1 6 ．0 6 ．0 1 ．6 茎 部 b 6 6 H l l 石 鍛 末 製 品 黒 曜 石 1 7 ．0 1 3 ．5 4 ．0 1 ．1

6 H 2 有 茎 毒族 黒 曜 石 2 2 ．0 1 6 ．0 6 ．0 1 ．3 茎 部 b 6 7 H l l 石 娠 末 製 品 黒 曜 石 2 2 ．0 15 ．5 7 ．0 2 ．2

7 H 2 有 茎 茎族
黒 色 緻 密

安 山 岩
2 7 ．0 1 5 ．0 4 ．0 1 ．3 茎 部 a 6 8 表採 石 錬 末 製 品 黒 曜 石 1 8 ．5 1 3 ．5 3 ．5 0 ．7

茎 を 作 り 出 す 一 段階 前

平 基 鋲 の 可 能 性 あ り

8 H 2 有 茎 毒族 黒 曜 石 1 3 ．0 0 ．9 3 ．0 0 ．2 茎 部 b 6 9 H 7 石 墓佳 黒 曜 石 1 5 ．0 6 ．0 3 ．0 0 ．3 先端 欠損

9 H 3 有 茎 範矢 黒 曜 石 1 6 ．0 1 2 ．0 4 ．0 0 ．5 茎 部 b 7 0 H l l 石 鍛 未 製 品 黒 曜 石 2 7 ．5 1 1 ．0 5 ．0 1 ．8

1 0 H 4 有 茎 茎族 黒 曜 石 2 0 ．0 1 3 ．0 3 ．0 0 ．5 茎 部 b 7 1 H 2 石 錐 末 製 品 黒 曜 石 2 3 ．0 9 ．5 5 ．0 0 ．8 先 端 最 終 調 整 前

＝ H 4 有 茎 芸族 黒 曜 石 2 3 ．5 1 3 ．5 4 ．0 0 ．9 茎 郡 b 7 2 H 6 石 銭 末 製 品 黒 曜 石 2 1 ．5 1 0 ．0 5 ．0 0 ．9 先 端 最 終 調 整 前

1 2 H 4 有 茎 鋲 黒 曜石 1 6 ．0 1 2 ．5 3 ．0 0 ．3 茎 部 b 7 3 H 4 石 基佳末 製 品 黒 曜 石 3 5 ．0 1 0 ．5 9 ．0 2 ．9 先 端 最 終 調 整 前

1 3 H 4 石 毒族 黒 曜 石 2 5 ．5 1 8 ．5 4 ．0 1 ．6 基 部欠 損 7 4 H 2 石核 黒 曜 石 3 4 ．5 2 1 ．0 7 ．0 5 ．3

14 H 5 有 茎 鋲 黒 曜 石 1 5 ．0 1 4 ．0 4 ．0 0 ．7 茎 部 欠 損 茎 部 b 7 5 H 2 磨 製石 斧 石 英 閃 緑岩 2 ．2 6 ．1 2 ．0 1 6 ．9 断 片 大 形 蛤 刃

1 5 H 6 凹 基 鍍 チ ャ ー ト 1 8 ．0 1 3 ．5 2 ．0 0 ．4 7 6 H 5 磨 製石 斧 緑 簾 片 岩 3 ．2 3 ．9 0 ．6 1 3 ．3 基 部 欠 損 扁 平 片 刃

16 H 6 有 茎 毒族 黒 曜 石 1 6 ．0 1 1 ．5 4 ．0 0 ．5 茎 部 欠 損 茎部 b 7 7 H 7 磨 製 石 斧 石英 閃緑 岩 9 ．8 7 ．3 3 ．8 4 6 6 ．9 基 部 欠 損 大 形 蛤 刃

1 7 H 7 有茎 墓族 黒 曜 石 2 3 ．0 1 2 ．0 4 ．0 0 ．7 茎 部 b 7 8 H l 打 製 石 斧 末 製 品 輝 石 安 山 岩 1 2 ．2 6 ．9 2 ．3 2 3 7 ．3

1 8 H 7 有 茎 鍛 黒 曜 石 1 7 ．0 1 2 ．5 3 ．0 0 ．4 茎 部 b 7 9 H 2 打 製 石 斧 未 製 品 硬 質 砂 岩 9 ．5 8 ．7 3 ．7 3 7 8 ．5 断 片

1 9 H 7 有 茎 茎族 黒 曜 石 1 7 ．0 1 2 ．0 4 ．0 0 ．6 茎 部 欠 損 茎 部 b 8 0 H 2 打 製 石 斧 輝 石 安 山 岩 3 ．2 5 ．3 0 ．6 1 4 ．7 基 部 欠 損

2 0 H 7 有 茎 墓族 黒 曜 石 1 7 ．0 16 ．0 3 ．0 0 ．7 茎 部 欠 損 茎 部 a
8 1 H 5 削 器

黒 色 緻 密

安 山 岩
7 ．6 4 ．7 0 ．9 4 8 ．2

2 1 H 7 有 茎 嫉 黒 曜 石 1 6 ．0 1 2 ．0 3 ．5 0 ．5 茎 部 欠 損 茎 部 b

2 2 H 9 有 茎 毒族 黒 曜 石 1 2 ．0 1 1 ．5 3 ．0 0 ．3 茎 部 欠 損 茎 那 b 8 2 H 4 打製 石斧 末 製 品 輝 石 安 山 岩 1 2 ．3 7 ．1 0 ．8 8 1 ．0

2 3 H 9 有 茎 鋸 黒 曜 石 1 8 ．0 9 ．5 3 ．0 0 ．4 先 端 欠 損 茎 部 a 8 3 H 5 打 製 石 斧 末 製 品 石 英 安 山 岩 1 1 ．0 9 ．3 2 ．9 3 5 3 ．1 断片

2 4 H l O 有 茎 鋲 蛇 紋 岩 1 8 ．0 1 4 ．0 3 ．0 0 ．7 茎 部 欠 損 茎 部 C 8 4 H l l 削 器 輝 石 安 山 岩 4 ．9 6 ．9 1 ．3 6 0 ．5

2 5 H l l 有 茎 嫉 黒 曜 石 1 3 ．0 1 2 ．5 3 ．0 0 ．4 茎 部 欠 損 茎 部 a 8 5 H 7 打 製 石 斧 石 英 安 山 岩 7 ．2 8 ．3 2 ．2 2 1 8 ．9 刃郡 欠 損

2 6 H l l 有 茎 毒族 黒 曜 石 2 3 ．0 1 6 ．5 6 ．0 1 ．6 茎 部 欠 損 茎 部 b 8 6 D 1 4 打 製 石 斧 輝 石 安 山 岩 1 5 ．8 1 0 ．9 2 ．3 4 5 1 ．8 刃 部 欠 損

2 7 H l l 有 茎 鉱 黒 曜 石 1 5 ．5 1 2 ．0 3 ．5 0 ．4 茎 部欠 損 茎 部 b 8 7 M 6 打 製 石 斧 末 製 品 輝 石 安 山 岩 9 ．4 6 ．5 2 ．1 1 5 3 ．9 断 片

2 8 H 1 1 有 茎 鍛 黒 曜 石 1 5 ．0 1 3 ．5 3 ．0 0 ．4 茎 部 b 8 8 M 6 打 製石 斧 硬 質 砂 岩 4 ．8 5 ．2 1 ．4 4 9 ．4 基 部 欠 損

2 9 D 5 有 茎 鍛 黒 曜 石 2 2 ．0 1 1 ．5 4 ．0 0 ．8 茎郡 a 8 9 H 2 磨 石 安 山岩 3 ．7 4 ．3 2 ．9 7 4 ．5 断 片 敲 き 痕 あ り

3 0 D 1 3 有 茎毒族 黒 曜 石 1 6 ．0 1 1．0 4 ．0 0 ．5 茎部 a 9 0 M 6 打製 石 斧 輝石 安 山岩 2 0 ．3 9 ．2 2 ．9 6 4 2 ．8

3 1 D 13 凹 基 墓族 黒 曜 石 1 7 ．0 1 5 ．0 2 ．0 0 ．4 9 1 M 6 打 製 石 斧 輝 石 安 山 岩 1 7 ．3 9 ．7 2 ．0 3 9 2 ．1

3 2 表 採 有 茎 鍍 黒 曜 石 1 5 ．0 14 ．0 4 ．0 0 ．6 茎 部 b 9 2 M 7 打 製 石 斧 輝 石 安 山 岩 1 3 ．3 1 2 ．4 1 ．8 3 7 5 ．2 基 部 欠 損

3 3 た 9 1 凹 基 墓族 黒 曜 石 2 5 ．0 1 6 ．5 3 ．0 0 ．9 9 3 M 1 2 打 製 石 斧 輝 石 安 山 岩 16 ．4 1 1 ．0 1 ．8 3 3 1 ．0

3 4 H 2 石 鉦 未 製 品 黒 曜 石 2 6 ．0 1 1 ．0 3 ．5 0 ．9 先 端 部 未 製 品 9 4 H l l 砥 石 安 山 岩 5 ．0 3 ．6 1 ．1 2 1 ．5 断 片

3 5 H 6 使 用 痕周」片 黒 曜 石 3 2 ．0 2 2 ．5 1 3 ．0 4 ．7 9 5 H l 砥 石 泥 質 砂 岩 5 ．2 2 ．6 0 ．4 9 ．5 断 片

3 6 H 7 使 用 痕 剥 片 黒 曜 石 2 1 ．0 1 3 ．0 5 ．0 1 ．3 9 6 H 4 砥 石 祖 粒砂 岩 7 ．6 5 ．6 1 ．1 6 5 ．3

3 7 H l 石 茎族未 製 品 黒 曜 石 2 0 ．0 1 3 ．5 3 ．0 0 ．7
茎 を 作 り出 す 一 段 階 前

平 基 鉱 の 可 能性 あ り

9 7 H l 砥 石 泥 質砂 岩 6 ．6 6 ．6 1 ．9 7 7 ．2 断 片

9 8 D 1 4 石 核
黒 色 徹 密

安 山 岩
4 7 4 ．9 3 ．6 1 0 6 ．0

3 8 H 7 石 錐 黒 曜 石 1 5 ．0 8 ．0 7 ．0 0 ．8 先 端 欠 損

3 9

4 0

H 2

H l

石 基族未 製 品

石 茎族未 製 品

黒 曜 石

黒 曜 石

2 2 ．0

2 8 ．0

3 2 ．0

2 5 ．0

1 6 ．0

1 9 ．0

1 5 ．5

1 7 ．5

2 8 ．5

2 7 ．0

1 9 ．5

1 1 ．0

1 8 ．0

2 3 ．0

1 8 ．0

2 0 ．0

3 1 ．0

2 2 ．0

1 9 ．0

2 1 ．5

1 9 ．5

1 1 ．0

1 9 ．0

1 0 ．0

1 6 ．5

1 8 ．5

2 1 ．0

1 6 ．5

1 2 ．5

8 ．0

1 7 ．5

1 9 ．0

1 6 ．0

1 5 ．5

1 4 ．0

1 6 ．5

9 ．0

1 1 ．0

1 7 ．0

2 4 ．5

2 0 ．0

1 3 ．0

2 6 ．0

1 8 ．5

9 ．5

1 2 ．0

0 ．4

3 ．0

9 ．0

5 ，5

5 ．0

5 ．0

3 ．0

8 ．0

7 ．0

8 ．0

5 ．0

3 ．0

4 ．0

3 ．0

3 ．0

5 ．0

1 0 ．0

7 ．0

5 ．0

6 ．0

7 ．0

3 ．0

4 ．0

0 ．6

2 ．1

断 片

平 基 妄族の 末製 品 ？

9 9

1 0 0

H l

H 4

削 器

磨 石

硬 質 砂 岩

花 崗 岩

4 ．7

8 ．8

1 2 ．9

9 ．4

9 ．7

4 ．9

8 ．0

8 ．4

5 ．2

6 ．4

9 ．6

6 ．6

8 ．9

1 0 ．6

8 ．1

1 ．0

8 ．1

4 ．8

6 ．5

2 ．9

1 ．2

2 6 ．3

7 4 3 ．0

断 片

敲 き 痕 あ り

4 1 H l

H 6

H 5

H 5

H 2

H 6

H 6

H 6

H 6

石 毒族末製 品 黒 曜 石 4 ．3 1 0 1 H l l 磨 石 溶 結 凝 灰 岩 5 6 7 ．3 両 端 に敲 き痕 あ り

4 2 石 鍍 末 製 品 黒 曜 石 1 ．5 1 0 2 H 3 磨 石 石 英 安 山岩 7 9 5 ．2 敲 き 痕 あ り

4 3 石 基族末 製 品 黒 曜 石 1 ．3 1 0 3 H 2 磨 石 輝 石安 山岩 6 1 4 7 断 片

断 片

高支き 痕 あ り

敲 き 痕 あ り

4 4

4 5

石 鍍 末 製 品

石 鎚矢未 製 品

黒 曜 石

黒 曜 石

0 ．9

0 ．4 茎 を 作 り 出 す一 段 階 前
1 0 4 H l l 削 器

黒 色 緻 密

安 山岩 4 8 ．9

4 6 石 錬 未 製 品 黒 曜 石 1 ．8 茎 を 作 り 出す 一 段 階 前 1 0 5 H l 磨 石 輝 石 安 山 岩 4 ．5 3 ．6 1 4 2 ．3

4 7 石 鋲 未 製 品 黒 曜 石 4 ．2 茎 を作 り 出す 一 段 階 前 1 0 6 H 4 敲 石 輝 石 安 山 岩 7 ．3 5 ．1 4 5 1 ．5 敲 き 痕 あ り

4 8 石 茎族未 製 品 黒 曜 石 3 ．0 茎 を作 り 出す 一 段 階 前 10 7 H l 磨 石 砂 質 凝 灰 岩 4 ．6 1 ．8 3 3 ．8 断 片

4 9 石 茎族未 製 品 黒 曜 石 1 ．5 茎 を 作 り出 す 一 段 階 前 1 0 8 H 4 磨 石 輝 石 安 山 岩 6 ．4 5 ．9 2 ．8 1 3 2 ．3 赤 色 物付 着

5 0

5 1

H 6

H 7

石 姦族未 製 品

石 毒族末 製 品

黒 曜 石

黒 曜石

0 ．5

1 ．2 茎 部 b

茎 を 作 り出 す 一 段 階前

・輿 ．′′・出 土

位 畢 ・
・＿．準 轡 石 材 －・

長 を

畢 ・

1 3 ．0

2 4 ．7

1 9 ．3

2 9 ．4

3 7 ．3

2 7 ．6

蠣 ＿一

閲 ′

2 0 ．6

2 4 ．5

1 7 ．4

3 0 ．9

3 5 ．3

4 4 ．8

寧 さ

瀾肛 斗
畢 睾 牢 ．華 料 備 考 ‾・・－

1 3 個 の 小 孔 を 有 す

5 2 H 7 石 毒族断 片 黒 曜 石 0 ．5 1 0 9 H l O 台 石 輝 石 安 山 岩 3 ．7

1 0 ．2

6 ．2

1 ．2 8

5 3

5 4

5 5

H 7

H 7

H 7

石 鍍 断 片

石 毒族末 製 品

石 鋲末 製 品

黒 曜 石

黒 曜 石

黒 曜 石

0 ．4

1 7

7 ．5

断 片
1 1 0

1 1 1

M 4

D 6

凹 石

台 石

黒 色 多 孔 質

安 山 岩

輝 石 安 山 岩

3 ．2 1

2 ．6 8

5 6

5 7

5 8

5 9 ！

6 0 i

6 1 i

H 7

H 7

H 9

H l O

H l O

H l l

石茎族末 製 品

石 毒族未 製 品

石 基族未 製 品

石 鍍 末 製 品

石 幕 末 製 品

石 基族未 製 品

黒 曜 石

黒 曜 石

黒 曜 石

黒 曜 石

黒 曜 石

黒 曜 石

3 ．1

1 ．0

2 ．4

2 ．4

0 ．3

0 ．7

茎 を 作 り 出 す 一段 階前

茎 を 作 り 出 す 一段 階 前

茎 を 作 り 出 す一 段 階 前

茎 を作 り 出す 一 段 階 前

先 端 最 終 調 整 前 ？茎 部 a

1 1 2

1 1 3

1 1可

H 3

M 4

H l O

台 石

凹石

台石

輝 石 安 山 岩

酒 結凝 灰 岩

輝石 安 山岩

6 ．6

1 3 ．7

9 ．1

9 ．5 2

1 7 ．8 4

2 3 ．7 4

欠損している。34。71～73は先端が未調整の未製品である。
使用痕剥片（第45図）

鋭い縁辺に微少剥離痕があり、刃部にしたとみられる。35．36とも黒曜石製である。
打製石斧および未製品（第47図）

住居祉から6点、土坑から1点、溝状遺構から6点出土した。石材は輝石安山岩が9点、石英安山
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岩が2点、硬質砂岩が2点である。形態のわかる86e90～93は、すべて撥形である。78は短冊形の刃

部加工途上の未製品、79。83．87は末製品のまま折れてしまったようだ。

磨製石斧（第47図）
大形蛤刃石斧77、大形蛤刃石斧の断片75、扁平片刃石斧76が出土した。75。77が石英閃緑岩、76が

縁簾片岩である。

砥石（第47図）
扁平な円礫で側辺両刃状に摩滅する94。96、両面に線状痕。磨面がある95。97、97は摩耗して湾曲

している。石材は94が安山岩、他は砂岩である。

削器（第47図）

横長で鋭い縁辺に刃部を持つ、81。104が黒色頼密安山岩製、84が輝石安山岩製、99が硬質砂岩梨
である。

磨石（第47048図）

89。100－103．105e106は、光沢がある磨り面と敲き痕がみられる。108は円礫を用いており側面
に赤色の付着物が観察できる。石材は多様で、安山岩e花崗岩e凝灰岩がみられる。

台石。凹石（第48図）

輝石安山岩製で、円礫111と角がない亜角礫109。112。114がある。4点とも平坦面に光沢がある磨

り面を持ち、いずれも付着物などは見られない。109の磨り面付近には、敲打による小穴が認められる。
台石はM4から出土し、ざらついた湾曲面を持つ。黒色多孔質安山岩製の110は13個の小穴を有す。
（引用・参考文献）馬場伸一郎　2006「下信濃石遺跡出土の石器群について」『下信濃石遺跡』佐久市教育委員会　91－99貢

第Ⅲ章　まとめ
本遺跡の眼下を湯川が西流
している。標高710m以下の

両岸は弥生時代の遺跡密集地

帯である。右岸では、上流か

ら岩村田遺跡群西八日町遺

跡。西一本柳遺跡、北西の久
保遺跡、鳴沢遺跡群、根々井

居屋敷遺跡、森平遺跡、大和

田遺跡群川原端遺跡等で弥生
時代中期後半～後期後半の集

落址が調査されている。

左岸では、上流から野馬窪

第18表　寄塚遺跡住居址一覧表

塵ヽ臣 噴出位置・． ．・‾！平 準形 、‾．
．、親疎 （m ） ・・－．＿．鴻 車 夫 主軸方位

．；こ．横 軸琴似 ．．
：、＿－感 触 ・、－ 蝉 ；・－＿・＿－

．鍵盤轟 ・．南壁藻 嶺 醸 画 攣轟 ：．腰 最 ．、．博 轟 －悌 漉 ・

H l ち－1 0 「 1 0 2 隅丸長方形 4 ．5 －
く4 ．8 ＞

く5 ．6 ＞

く4 ．6 ＞

く5 ．6 ＞
0 ．3 8

2 ．6

2 ．4
2 ．2 N －2 0－W 地床炉 H 2 を切る。

H 2 そ ・た－1 0 1 ・1 0 2 隅丸方形 － 4 1
く2 ．1 ＞

く4 ．4 ＞

く3 ．4 ＞

く4 ．4 ＞
0 ．3 8 2 ．1 N －2 5 。－W 地床炉 F I H l

H 3 そ ・た－9 9 ・1 0 0 － － 4 ．6 － く2 ．6 ＞ 0 ．3 0 2 ．4 N －3 1 0－W P 3 0 ～ P 3 6 に切られる。

H 4 そ ・た－9 9 ・1 0 0 隅丸方形 4 ．4 4 ．0 3 ．9 4 ．0 0 ．2 2 2 ．6
2 ．2
2 ．1 N ト1 7 。一肌／

地床炉

（2 個炉緑）
H 5 を切る。

H 5 た ・ち－9 7 ・9 8 隅丸方形 ？ 4 ．6 － く1 ．6 ＞ く1 ．9 ＞ 0 ．2 3 2 ．3 N －2 0－W H 4 に切 られる。

H 6 そ・た－9 0 ・9 1 隅丸方形 4 ．0
く2 ．3 ＞

く4 ．0 ＞

く2 ．1 ＞

く3 ．8 ＞
3 ．8 0 ．2 3 2 ．0 2 ．0 N －4 0 0－E 地床炉 P 5 6 に切られる。

H 7 そ・た－8 8 ・8 9 隅丸長方形 3 ．6
く0 ．7 ＞

く3 7 ＞
4 ．3

く2 ．9 ＞

く4 ．3 ＞
0 ．1 8

2 ．1

1 ．7
2 ．3 N －3 0 0－W

地床炉

（2 個炉 緑）

P 4 0 に切られる。

新旧の地床炉

H 8 そ1〃W9 4 ・9 5 く2 ．5 ＞ － く1．1 ＞ 0 ．2 8

H 9 せ・そ－8 1 ・8 2 隅丸方形 ？ 4 ．1 －
く3 ．1 ＞

く4 ．0 ＞

く3 ．2 ＞

く4 ．0 ＞
0 ．2 2 2 ．0 1 ．9 N －2 0－W

地 床炉
（炉緑石 ）

H 1 2 に切 られる。炉縁石

石の代用 に土器 （璽

H l O す・せ－7 7 ・7 8 隅丸長方形 3 ．8 3 ．9 4 ．2 4 ．4 0 ．0 5 N －1 0 0－E 地床炉 D 1 3 を切る。

H l l せ－8 9 ・9 0 － － 4 ．0 く0 ．5 ＞ く1 ．1 ＞ 0 ．1 8

H 1 2 せ ・そ－8 0 隅丸長方形 2 ．5 2 ．5 3 ．0 3 ．0 0 ．2 3 N －8 0－E H 9 を切る。

H 1 3 せ ・そ－8 3 ・8 4 隅丸長方形 ？ － く1．1 ＞ － く1．1 ＞ － N －2 1。－W 地床炉

遺跡群、宮の上遺跡群、寄塚遺跡群、白山遺跡群、上平遺跡群が知られている。しかし、調査された
のは野馬窪遺跡群野馬窪遺跡、宮の上遺跡群根々井芝営遺跡のみであった。弥生時代中期後半では、

住居址43棟が隣接する根々井芝宮遺跡で検出されているが、今回の調査で新たに該期の資料を得た。

この地域の弥生時代中期後半の時期区分は、深堀遺跡Ⅲ。Ⅲe V（小林　2002）で成果が提示され

ている。根々井芝営遺跡は、弥生時代中期後半Ⅱ期とⅢ期に位置づけられている。本遺跡出土の土器
群は、全容のわかる一括資料に乏しいがH5号の壷胴部文様帯の在り方はⅡ期、H9号はⅢ期に該当

しよう。注視されるのは、住居址から末製品を伴う黒曜石の剥片。細片が多量に出土したことである。

下信濃石遺跡や後家山遺跡で利用される黒曜石産地が時期により変化すると指摘されており、黒曜石
流通の解明に、本遺跡も含めて北西の久保遺跡。根々井芝宮遺跡等の当該期の黒曜石産地推定分析が

不可欠となった。
（引用・参考文献）小林真寿　2002『深堀　Ⅲ・Ⅲ・Ⅴ』佐久市教育委員会
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H2号住居址掘り方　東より
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輩窯熟覧通観瞳戚監遡監測
H2号住居址炉　西より
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H4号住居祉全景　東より

H4号住居址掘り方　東より

H4号住居址遥物出土状況　東より
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H5号住居祉遺物出土状況

H6号住居址炉
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H7号住居址炉2

H8号住居址全景　東より
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H9号住居址全景　東より
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H13号住居址全景　南より

H13号住居址掘り方　東より
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H13号住居址炉　北より
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住　　　　　 所
ながの　けん　さ　く　L　L　が
長野県佐久市志賀5953

遺　　 跡　　 名 寄塚遺跡群寄塚遺跡 （Y Y Y ）

遺 跡 所 在 地 佐久市横和555－7他

遺　 跡　 番　 号 231

経　　　　　 度 360－15－18－（世界測地系）

緯　　　　　 度 1380－27－02－（世界測地系）

調　 査　 期　 間 2005．10．17－2005．12．26 （現場）

2006．7．13－2008．3．19 （整理）

調　 査　 面　 積 1，598前

調　 査　 原　 因 道路改築事業

種　　　　　 別 散布地

主　 な　 時　 代 弥生時代～平安時代

遺　 跡　 概　 要
遺構　 竪穴住居址13軒 （弥生～古墳） 掘立柱建物祉6棟　 土坑17基　 溝状遺構12条他

遣物　 弥生時代中期土器 e土師器 ・須恵器 e土製品 e石器 ・石製品

特　 記　 事　 項
資料の少ない古墳時代前期後半の集落、弥生時代中期後半の石器製作の場も考えられる集落

が検出された。


